


心 の 糧
十二使徒評議員会補助

エ ル レイ ：Ｌ．ク リスチ ャ ンセ ン

末 日聖徒は単に建築美を称讃 されるために，また普通の礼拝場所とするため

に神殿を建てるのではない。神殿は神の忠実な娘，息子を教え，エンダウメン ト

をさずけるために，すなわち聖なる神権につける諸儀式を執行するという特別な
の
ロヒ

目的を もって建設 され，献堂 され ている。

これ ら神殿 の儀式 が主 の啓示 に基づ いて もた らされた ことを理解 していない人

々が多 い。 教会内に さえそのよ うな人 々が いる。

主は言われた。．「而 して， この宮居 に関す るすべて の事， この宮居 に関す る神

権， またその建 て らるべ き場所 などはわが僕 ジ ョセフにわれ これを示すべ し。」

（教義 と聖約 １２４：４２）

これ ら神権につけ る諸儀式 は，いわゆ る 「閉 ざされた啓示」 の もとに執行 され，

その目的が教え られ るのであ る。従 って備 えのない世 の人 に対 して普通の方法で

は啓示 され ないので ある。

「飢 え渇 く」心を もって神殿 に入 る人 々は，神 と人間 の関係 について知識 と理

解 を深 ある。 茸た彼 らは，愛 する者 と共 に神 の最大 の賜 である永遠の生命 と昇栄

を得 るために必要な事柄を学ぶのであ る。

神殿 の儀式は永遠 の知的成長 と発展，無 限の祝福，愛す る者 との絶え ざる交わ

りを約 束 して いる。
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今 月 の 表 紙

今 月 は 多 くの 末 日聖 徒 の 先 祖 の

地 で あ る ドイ ツ語 を 話 す 国 々， す

な わ ち ドイ ツ， オー ス ト リア， ス

イ スの 風 景 で あ る。

上 段 左 ：オ ー ス ト リアの 美 しい

町 ， セ ン トジル ゲ ン

上 段 右 ：ベ ル ンの ス イ ス神 殿

中 段 左 ：ラ イ ン川 を 見 下 す 中 世 の

城

中 段 右 ：ス イス の 空 に そ び え るマ

ッ ター ホル ンの威 容

下 段 ：ス イス の ル ゼ ル ンに あ る湖

に か け られ た チ ャペ ル ・ブ

リッ ジ （橋 ）

ス イ ス 神殿 の 写真 提 供 は チ ャー

チ ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・サ ー ビ

ス ， そ の 他 は ラ イ ン河 畔 フ ラ ン ク

フル トの ロー ビル ド氏 の提 供 に よ

る。

本文 １８５ページ 「ドイツ語脅話

す国々の教会」参照。
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〈予 者言 の ことば〉

／出された事に気が付いた。そしてその光が私の上に留った

時私は筆紙に尽 し難い輝きと栄光とを有ちたもう二人の御方

が私の真上の空中に立ちたもうのを見た。そしてその中のお

一人が私に言葉をかけて私の名を呼びたまい
，他のお一人を

指 して 『こはわが愛子なり，彼に聞け』と仰せ られた」 １（ジ

ョ「セブ ・スミス ２ ：１７）

これは数多 くの国語で印刷され，世界中のいたる所で宜べ

伝えられてきた。

少年ジョセブは，彼が見たことを周囲の人々に語った時，

信 じてもらうことができなかった。それどころか，彼は嘲笑

され，迫害された。あらゆる反対に答えて，彼は後に次のよ

うに厳粛に宣言 した。 「……私は実際に光を見だ。その光の

唯中に二人の御方を見た。そしてその方々は真実私にお言葉

高 い 山 の 麓 か
き

ｂ

大 管長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

あ ま り身近にいるど 物事の完全な意味と大切さを軽視し

がちである。今 日，我々は新 しい重大な発明や発見を，山の

麓に立 って，たゴ部分的にのみ観察 しているよ うである。そ

の堂々たる斜面，そびえ立つ峰，あたりの山や森の連なりな

どは視界からか くれている。 しか し，その限られた視界でさ

えも，我々の目を驚かすに充分である。

なんと力強い事柄が今までなし遂げ られ，またさらに力強

く未来になされようとしていることであろうか。例えばコン

ピューター （電子計算機），自動車，航空機，原子力などの社

会に対する多大な貢献をだれがはか り得 るであろうか。また

医学における現代人の働きの行き着 く所を，想像さえもでき

ない。

しか し，これらの事柄も人間にとって最 も必要で大切な願

いに何一つ答えては くれない。どれ一つとして，人が長年に

わたって求めてきたものを，まだ教え示 しては くれない。

人の心に常にある切なる願い一 その必要とは，神及び神

と人の関係を知らせることに他ならない。顕微鏡は見せて く

れない し，望遠鏡 も発見してはくれなかった。また宇宙飛行

士や人工衛星 も人の心の絶えざる間隙を満たして くれてはい

ない。およそ一世紀半前に起こった唯一の出来事のみが，人

の心にこの答えを与えて くれると宣言 している。

その出来事とは少年予言者ジョセブ ・スミスに天の二人の

御方がお現われになったことであった。そのことによ り永遠

の天父と御子イエス ・キリス トは別個のお方であることが明

らかになった。それは少年の熱烈な祈 りの答えとして，１８２０

年の春に起こったのである。

我々は予言者自身の証からこの事実を想い起 こす。 「その

光の柱が現われるや否や，私はわが身を縛った敵から救い／

をかけたもうた。私が示現を受けたと言 うために憎まれまた

迫害せられても，なおそれは真実である。……私は示現を受

けたのであるか らそれが事実であるのを身を以て 知 って い

る。私は神がそれを知 りたもうことを知っている。私はそれ

を打ち消すことはできなかった。また敢て打ち消そうともし

なかった。……」 （ジョセブ ・スミス ２：２５）

このような証は，もし支持されないものであったら，受け

入れるに値 しないであろう。その文章は，人間の心がす ぐに

はそのような見神の可能性を信 じることが困難であるという

内容に満ちている。 しか し，予言者の証は総明な証人たちに

より，支持されており，その証言は決 して反ば くされたこと

がない。その偉大な啓示の結果できた教会それ自体が，神よ

りの霊感の直接の証拠ではないとしても，確かに証 しするも

のとなっている。

その偉大な啓示の真理を受け入れた予言者とその兄弟ハィ

ラム，その他幾百万の人々の生命と生活は，キリス トによ り

教えられた救いの計画が，人をキリス トのような人格へ と最

も確実に導 くことを証拠だてている。 自らの証を血をもって、

ひるむことなく結び固めた予言者と大祝福師（ハィラム）に対

する啓示は確かに真実なものであった。

ジ ョセブ・スミスに天父 と御子がお現われになったこと，

続いて完全なままに神権が回復 され，イエス ・キリス ト教会

が設立 されたことはあらゆる時代の最 も偉大な出来事の一つ

と認められ るべ きものである。すなわちそれは神と人間の，関

係，宇宙における人間の位置をよく知 らせ るものであり，国

民はもとより個人や団体間の正 しい関係を確立す る道 で あ

り，来たるべき永遠の世界と同様に地上においても，人間の

幸せと平安の道を指 し示す啓示であるか らだ。
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子 守 り 歌 と 暖 か い ご は ん

∴ｔ

ジ ャ ニ ス ハ ッチ ン ソ ン

「さあ，いい子だからねんねするんだよ。もう泣 か な い

ね，スウ。おかあさんが歌 ってた子守歌を歌ってあげるから

ね」

チ ェンは妹 の小 さな手を ぐいと引 くと， くずれか けたお寺

の塔 を急 いで通 り抜 け，人通 りの少ない反対側の通 りに出 ま

した。急 に立 ち止 まると， チェンはつかんで いた妹の手をふ

りきって言 いま した。 「さあ， スウ， １人で歩いて ご らん，

もうす ぐだか らね」 チェンはため息をつ くとかがんで妹の服

を見 なが ら言 いま した。 「ほ らほ ら，せ っか くきれいに して

やった服が よ ごれ ちゃった じや ないか。 きた ない子はいやが

られ るん だか らね 。」 チェンは立 ちあが りなが らスウを抱 き

かか えて，一人 で歩 くようにと立たせ ま した。 スウが弱音を

は くとチェ ンは少 しきび しい声で言いま した 「なんだ弱虫／

おか あさんが一緒 にいた ら何て言 うと思 う」

チ ェンは， あち こち くずれて いるコンク リー トの道路 をス

ウといっ しよにとぼとぼ歩 きなが らち ょっとの間，両手で顔

をおおいま した。 そ して深 いため息をつ きなが ら， まだや っ

と２つのスウに目をや りま した。 スウの あごは震え， 目には

涙 をためています。 「スウ， おなかすい ちゃった」 そ うい う

と， どっ と泣 きだ して しまいま した。チ ェンは耐え きれず両

手 で耳を おおいま した。 チェンの顔は 「泣か ないで くれ」 と

頼 んでい るよ うで した。 そ して その目に はまだ１２才 の子供 に

は耐 えきれ ないよ うな悲 しみが表われてい ま した。 チエ ンは

急 いでスウをひざの上 に抱 きあげると，や さ しく腕 の中につ

つみ静か にゆす りは じめま した。おか あさんがいつ もこのよ

うにやって いるのをチェンは見て知 っていたのです。 しか し

チェ ンは子守 り歌 を歌 って も，かいがないよ うに思 いま した。

とい うのはスウの泣 き声がだんだん高 くな り， とて も手 に負

えな くなっていたか らです。

「さあ
， いい子 だか らねん ねす るんだ よ。 も う泣か ないね。

・おか あさんが歌 ってた子守歌 を歌 ってあげるか らね」

「ねんねん ころ りよお ころ りよ

しずかに 目を とじねんねんよ う

や さ しい胸にねんねんよ う……」

チ ェンは静 かにハ ミングを しなが らス ウの顔 をのぞ きま し

頑
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た。今度 は この子守歌 がきいたよ う

です。 ス ウの泣 き声 は小 さ くな り，

かす かなすす り泣 きに変わ って いま

した。 ただ， チェンが子守歌を 口ず さみ

なが ら軽 くゆす ってい る間，

や ・ くりを しま した． ス ・のまぶたがす ・か りと ノ ノ

じられ ると， チ ェンは ホ ッとしま した。今度 こそ ～ ／

子守歌がきいたの砿 チ・ンは自分がかつて晒 ／

って もらった子守歌 を思 い出 してなつか しく思 い ㌦／

ま した。 で も自分 は子守 り歌を歌 って も らう時期は もうとっ

くにすぎて しまったのです。 チェンはスウに歌 ってや る子 守

り歌 をひ とつ で も覚えて いて良か ったと思い ま した。

スウを しっか り抱 いて，涙でぬれ たほ ほを ボロボロのそで

口でそっとふ いて あげ ま した。 そ して しわ くち ゃにな ったス

ウの洋服を キチンとのば してあげ ま した。 このス ウの洋服 も

チェンが バケ ツにためておいた雨水 でいっ しょうけん めいに

洗 ってあげたのです。 スウが 目をさまさないよ うに， しっか

り胸に抱 いた ままチ ェンは静 かに立 ち上 りま した。 そ して ガ

ラス くずや ごみ くずのち らかっている通 りを長 い間，ゆ っ く

り歩いてやっ と村 の入 口にたど りつ きま した。そ して どろど

ろ した田んぼ道 をあち こちぬか りなが ら歩 き続 けま した。

途 中， ス ウはちよっと動 いて また泣 きだ しま した。 「シー ツ

／泣 くん じゃない。 ほ らも うす ぐだ よ，みえ るだ ろう……」

そ う言 いなが らチェ ンは前方 に見え るあか りを指 さ し ま し

た。 スウを片方 の腕 に抱 きとると，今度は背中におんぶ しま

した。 スウはすす り泣 きを しなが らチ ェンの背 中に頭 をつけ

るとまた目を と じて眠 りま した。

村 に入 ると，チ ェンは薄暗い通 りをどんどん歩 いていきま

した。 その途中，ひ とけのないあれた家 のかどで腰 のまが っ

たみすぼ らしいか っこうのお百姓 に出会 いま した。 その通 り

のはずれ まで行 くと， とて も大 きな建物が あ りま した。 その

入口には小 さな看板 がかけてあ ります。 その看板を読んで ち

よ６との問 まわ りを見渡す と，ーチ ェンは向 きを変 え

てその大 きな建物 の裏道 に入 って行 きま した
。』今度

は少 し足を遅 くしスウを静 かにゆすって起 こしま し

た。 「さあ，や っとついたよ。 ス ウ， おきてご らん， さあ」

スウをわ きにおろす とチ ェンは ぐった りとして壁 に寄 りか

か りま した。 そ してそ こか ら大 きなアーチ形 の門を じっと見

つめてい ま した。 ここに来 るのが 目的 だったのです。 チェン

の胸は ドキ ドキ とま るでおびえた小 鳥のよ うで した
。

チ ェンはス ウがだんだん自分 の方 に寄 って くるのを感 じま

した。 それ で もチェ ンは， だまって，薄暗 いひ っそ りと した

裏道 や しめ きってあ るその ドアの方 に目をや ってい ま した。

チ ェンの様子 はいつ もと違 って いま したが，何 げないふ う

でスウに話 しかけま した。 「さあ， きれい に しな くっち ゃ…

……」 そ してチェンは小 さな くしを と り出す とスウの短 い黒

髪 をきれ いにとか しま した。 スウは顔 をあげ るとにっ こりし

て， そのか わい らしい手で髪をなでま した。 チ ェンは胸が い

っぱい にな り，眼に涙 があふれで きましたが，す ぐぬ ぐいま

した。そ して洋服 の しわをい っしょうけんめいにのば して や

りなが ら言いま した 「さあ， これで大丈夫 だ， とて もか わい

い」

ポケ ッ トか ら紙切れ を とり出すと ドアの下か らさ し込んで

くる薄 明 りでチ ェンはその紙 の上 にゆっ くりと何か書 きは じ
１’「

めま した。

「ど うぞ妹 のめん ど うをみてや
って下 さい。 おとうさん もお

かあさん もず っと前 に死 にま した。ぼ くはまだ１２才 なので，

小 さな妹 に食べ させてや るだ けの力が あ りません。最近 この

『救貧院」 のことを耳 に したので， さっそ く妹をつれてき ま

した。妹 の名前は スウ ・イ ングです」二 度 くり返 して読 んだ

あとチェンは スウの手 にこの手紙をにぎ らせて言 いま した。

「いい子だか ら
， あの ドアの ところ圏に立 っているん だ よ。」

そうして チェンが去ろ うとす るとその後 をス ウが追 いかけて

きま した。 「だめ，だめ， だめだった ら……」 そ う言 いなが

１８３
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らチェ ンはやさ しくスウを押 し返 しました。 「す ぐもどって

くるか らね。 ここで待 って るんだ よ。 きっともどって くるか

ら……」あ とは言葉 がつづきませ んで した。 チェンは うそを

言 ったのです。 で もお父 さん もお母 さん もいつかはこの うそ

を許 して くれ るだ ろうと思いま した。

チェンはかがんで スウの ほほ にキ スを して， 自分 の首 に し

がみついてい るスウの小 さな手をゆ るめ ました。そ して急に

鼻を くん くん させ ま した。 ジ ャス ミンのいいか お り が し ま

す。 このジ ャス ミンのかお りが チェ ンの心を落 ち着かせて く

継 ようで した・チ・ンは無理に笑顔をみせて言いました・
「いいか い

， スウ， とて もすば らしい ことがあるんだ」 その

建物 のどっ しりと した ドアを指 さす と言 いま した。 「あのお

うちの中 にはね，食べ物が た くさん あるんだよ。 だか らもう

お腹 がす いて も泣か な くって いいんだ。 それにベ ッドだって

ある。 ねえ， ス ウ老 えてご らん よ，ふわふわ したかけぶ とん

の あるベ ッドだよ。 そ この家 の人 たちはおまえをや さ しくむ

かえて くれ るだろ う。 そ してひよっ とす ると， おまえ をアメ

リカに送 って くれ るか も しれない。そ う聞 いて きたんだ」チェ

ンはちよっと頭を下げ ま した。 「ア メリカってい う国はね，

とて もす ば らしいんだ よ。お まえが食べたい食べ たい といっ

てたごはんが何 ばいでもおかわ りで きるんだか らね。 それに

や さしい女 の人が おまえのはだ しの足に くつを買 ってはかせ

て くれ るし，洋服 のやぶれ たところだってつ くろって くれ る

んだ。」 スウは 自分 の洋服 の やぶれて いるところに目をや り

今 にも泣 きそ うなよ うすで した。 チェ ンはにっこ り笑 いなが

らスウの手を とって言 いま した 「ああ， だい じよ うぶ だよ。

今 はそん なこと気に しな くっていいんだ。 スウはとて もいい

子 だか ら，洋服が ちよ っと ぐらいやぶれていて もみんなきっ

と好 きになるよ。それに，そのや さ しい女 の人 はス ウをだいて

子守 り歌 も歌 って くれ るか も しれない。 お兄ち ゃんはあま り

うま くないか らね。子供 をだ いた り子守 り歌 を歌 うのはやっ

ぱ り女 の人 の方 が じようずだ よ」 スウは手の中 にまだあの紙

切 れを持 ったまま，兄 のチェ ンの言 うことをい っ しょうけん

あいに きいていま した。「それ にアメ リカの人 たちはみんな と

て も幸わせそ うなんだ。家庭 の中 も幸 わせ でいっぱいなんだ

よ。 なぜかわか るかい ？それはね， その家 のおか あさんが子

供 たちに子守 り歌を歌 ってや った り，洋服 をつ くろってや っ

た り，ごはんを作 って くれ るか らなんだ。 だけどね スウ……」

チ ェンは悲 しそ うに首を横にふ りなが ら言 いま した 「お兄 ち

ゃんにはなに もできないんだ よ」。 スウは チェ ンの 言 って る

ことをわかろ うとしていっ しょうけん めいで した。 チェ ンは

ため息 をついて言 いま した 「ああ， こんなこと言 って もスウ

にはわか らないだろ うな」 チェ ンの胸 はいっぱ い で した。

「幸わせ になるんだよ， ス ウ……」

そ ういうとチ ェンは 目をパチパチ させて涙 を払 い， その建

物 の戸 口の方へ行 きま した。そ して ２， ３回静 かに ノックす

ると裏通 りのはずれ の方をめ ざ してい ちもくさんにかけ出 し

ていきま した。 スウはび っ くりして泣 き出す とチ ェンのあと
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を追 いか けようと しま した。チ ェンは後 壱向いてきび しい声

で言 いま した 「スウ，来 ちゃだ め．／もどるんだ， さあ， はや

く／」戸 口の方を指 さ しなが ら言 いま した 「す ぐドアをあけ

て くれ るか らね。 見ててご らん。 だれか 出て きた らその紙 切

れを渡すんだよ。 いいね。 さあ， ドアを見て て！」 ちよっと

の間 スウは後を向いて明 るい火 の とも６ている ドアを見て い

ま した。この時 ばか りとチ ェンはいそいで数 メー トル走 り，小

さな門 のか げにか くれ ま した。身をかがめたまま息 を殺 して

じっとよ うすを見て いると ドアが あいて家の中の光がス ウの

顔 を照 らしま した。 スウは出て来 た二人の婦人の顔を じっと

みつめてい ます。 チェ ンはゴ クリとつ ばを飲み ま した。一入

の婦人は スウの前でひざまつ いてその手 でや さ しくスウを抱

きま した。 そ して何 か話 しかけて， ス ウが にっ こり笑 って い

るのが見え ま した。 チ ェンもに っこりし玄 した。

スウが紙切れをひ ろげ ると，そ こにいた もう一人 の婦人が

とりあげて読 みは じめま した。その間，チ ェンは息 を止 めて

い るよ うで した。読み終 えると婦人はふ り返 って中 にい る人

に何 か合図を してい るよ うで した。やがて別 の婦人が現 われ

て， こん どは 「まあ」 とか 「かわいそ うに」 とい う興奮 した

声がチ ェンの耳 に入 りま した。 ス ウを抱 いて くれ た最初 の婦

人 はまだひ ざまついたま まス ウをや さし く腕 に包む と他 の婦

人 たちとい っ しょに部屋 の中に入 っていきま した。 ドアは閉

ま り外 には再び静か な夜が もど りました。

チェンはかが んで いた姿勢を もとに もどす と，少 しの間そ

ばにある大 きなたるによ りかか ってすわ りま した。 まった く

静 かな夜 です。 チェンはスウが最後 に立 っていたその暗い裏

通 りに時々目をや りま した。 そ して ワ・イシャツの ボタンの と

れてい るところを手 でつかみなが らズボ ンのほこ りをは らい

ま した。

チエ ンは あの婦人 がス ウを抱 いて くれ たのが うれ しか った

のです。 きっと子守 り歌 だって歌 え るに違 いない。 そ う思 い

ま した。顔を あげて空を見 ると銀色 の月 の光 りは うす らいで

もうじき夜が あけよ うとしていま した。 ゆっ くり立 ちあがる

と足 で石 ころをけ りなが ら裏通 りをぶ らぶ ら歩 き 出 し ま し

た。 ため らいなが らち ょっとの間ふ り返 って明 りの ともって

い る ドアに目をや りま した。チ ェンは 自分で うなづきなが ら

思 いま した。 スウには子守 り歌 とあたたかい ごはんが必要 だ

ったんだ。大 き く背 のびを しなが らチ ェンは深 いため息 をつ

きま した。夜 の影 は しだいに朝 日にとけこみ，家 々にその光

を投 げか けよ うと しています。

チ ェンはその 「救貧 院」 の ことを知 って本 当に良か った と

思 いま した。 「そ うだ／」 チエ ンは思 いま した。 「今 日， こ

の日 こそ本 当の感謝祭なんだ。」 そ う考 えて， 楽 しい気持 ち

になろ うとしま したが，重 い足をひ きず りなが ら静か な通 り

を歩 いてい くチェ ンの心 の中 には どうしよ うもないさび しさ

が あ りました。

「

４



上 １９０４年 ，村 か ら村 へ 旅 行 す る宣 教 師

中央 カ ール ・ゴ ッ トフ リー ド ・メ ーザ ーの 生 家 ， １９２８年 １月 １６日
に額 を か け た

右 ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学 の 創 設 者 ， カ ール Ｇ．メ ーザ ー

下 １９２７年 ， ブ レス ロ ー南 支 部 目曜 学 校 の 遠 足

ドイツ語 を話す国々の教会

ジ エ イ Ｍ ． ト ッ ド

１９世紀後半か ら今世紀 の初 めにかけて ドイツ語を使 う国 々

は他 に類を見ないほ ど各方面 にわたって繁栄をみ た。 この時

期 に，は るか西 方の国か らこれ らの国々へ初 めて若 いモル モ

ンの宣教師が訪れた。繁栄 は，国家 の権 勢であ り，また商業教

育的業績，科学的成果，文化 的諸活動 と実 に多方面 に及んだ。

天賦の知力 と高貴 な精 神を有 す る ドイツ人 の名声 は，今 ま

で人類が成 しとげた業績 のほとんどあ らゆ る面 で知 られてい

る。すなわちマルチ ン ・ルーテル， ゲーテ，バ ッハ，ベ ー ト

ーベ ン， ワーグナ ー， コペルニ クス， カ ン ト， その他文字通

り何十人 とあげ られ る。

１９匪ｔ紀の後半 には， ドイツは科学 のほとん どあ らゆ る分野

において指 導的地 位にあった。また大学で も有名 であった。そ

のため ドイ ツは学生 の メッカと して世界中 に知 られて いた。

またヨーロ ッパ大陸では軍事的 に も産業的 にも最 強の国 と

見な されていた。 ドイ ツは活気 にあふれ た国で あ り， また 自

信満 々と した国であった。 そ して１８７１年 といった， ご く最近

になってか ら， ビ訊 マル クの指導 の下 に都 市共和国 と州共和

国 とを連 合 し， ドイツと して知 られ るにいた った。 この国は

ヨーロッパの列強 の内では最 も若 い国で あった
。 知的，軍 事

的な誇 りが渦巻 く中へ末 日聖徒 の宣教師は けんそん と平和 の

種 を播 き始 めた。困難 なことであった。

だが，教会 の会員 で最初 に ドイツへ第一歩を印 したのは ア

メ リカ人 の宣教師 ではな くて イギ リス人 の改宗者， ジ ェー ム

ス ・ハ ワー ドであった。彼 は鋳物工場で働 くためにハ ンブル

グへ 出かけていった。 イギ リスの教会の兄弟たちの要望 によ

って彼 は福音 を説 いたが，次 のような状況を知 った。 すなわ

ち１８４０年 ９月 １９日の妻宛 の手紙 によれば 「ハ ンブルグでは私

は兄 弟たちの援助 な しでは何 もできない」 と記 してい る。

オル ソン ・ハイ ドが パ レスチナへ旅行す る途 中 ドイツに１０

ヵ月 間 も立 ち寄 ったに もかか わ らず，１０数年 の間， ド・イツで

は福音 はほとん どひろが らなか った。 ドイ ツでは１８５１年に初

めてバプテスマが行 なわれ た。 その当時で さえ も進展 は遅 々

とした ものであ り， その上か な りの政府 の反 対が あった。 す

なわちまず一人 の長老が，続 いて別 の長老が， ドイツ連邦 を

１８５

盤



形成 している 自由市あるいは共和国か ら追放された。 ｉｇ５５

年，すなわちモルモン経が ドイツ語で出版 されてから３年後

までに， ドイツではわずか １６６人が教会に加入 したにすぎな

かった。、この前年１８５４年までにはスイスでは １４４人の改宗者

を得て ドイツにいくらか優る成果をあげていた。

１８６０年代になって，改宗者が急増 し前途は明るくなってき

た。 ドイツとスイスの伝道を管理するように召された ドイツ

人の改宗者 カール ・ジー ・メーザーは１８６８年に次のように書

いている。 「しばらく、の簡伝道部のいたるところで， ちょう

兜壱そよ風が吹く前の水面のさざ波のように，これか ら何かし

ら変化が起 こることを示すたくさんの事柄があった。 この地

が今までとは違った霊的なものに満たされつつあることは明

らかであった。」

１８７０年にメーザー兄弟がプμボーの新ブリガム ・ヤング ・

アカデ ミーを管理するため再度ユタに戻 るまでに，約 ６００人

が教会に加入しており，ほとんどはスイスにおいてであった。

しか し，宣教師がであう歯 おかたの人々の反応は Ｃ．Ｗ．ウ

イル ッケン長老によって次のように報告されている。 「ドイ

ツ人は言う。 自分たちは今 日天使が現われ，人間が啓示を受

けるということを信ずるほど愚かではないと。私がホルスタ

インで伝道 している時に，人々は私の話を聞いて笑い，その

ようなことは文明人に伝えることではなくてインディアンに

こそ伝えるべき事柄であると言った。」

そのような状況は続いた。教会加入者が数千人というイギ

リスやスヵシジナピアと対象的に ドイツ語の国々の教会活動

は不成功と言っても良いような状態であった。支部が所々に

できて もす ぐに廃止されたり，人々が無関心で政府から冷遇

されるような状況が１９世紀から２０世紀の変 り目まで続いた。

とりわけスイスでは改宗者の数は特に少なかった。１８６０年か

ら１９６０年までの１世紀にわたって，年間改宗者のバプテスマ数

はこの間の最高である １８６２年の約３００を い つ も下回ってい

た。

教会に加入 した人たちはほどな くして，自分たちの子供を

末 日聖徒の中で育ててい くにはアメリカへ移民 しなければな

らないことに気付いた。このようなや り方は約３０年前まで ド

イツ語を使 う聖徒たちに引き継がれてきていた。１８７５年の ド

イツの経済的破滅はこの移民に一層の拍車をかけた。恐慌の

後に約 ２５０万の ドイツ人がアメリカへ移住 したと言われてい

る。

毎年新 しい宣教師が訪れ，そして年々 「町からひとり，氏

族からふたり」 （エレミヤ書 ３：１４参照）バプテスマの水に

入った。 しかし，その真理の使者たちに対 して，人々は間接

的，直接的に敵意を示 した。それは次に引用する伝道蔀の歴

史的記録により明らかにわかる。

１８７５年一 バーデンにおける伝道の出願が拒絶さる。

１８７６年一 スタッキイ伝道部長拘引さる。パンフレッ ト出

版の故に罰金に処せ らる。

１８６

ｉ８８０年一 宣教師たち投獄 され，追放にあう。

１８８３年一 オース トリアで最初の改宗者バプテスマを受け

る。

１８９７年一 宣教師探索のため集会はばまる。書物没収 さる。

１９００年一 サクソニイにおいて，長老たちは当局から日曜

学校を開 くこと及び１８才以下の子供たちを集会

に出席させることを禁止する旨通告を受 く。同

様小冊子を配ることも禁止さる。

新世紀が始まろうとしていた。たとえほんの一部 と言えど

もドイツの新 しい精神が開かれようとしていた。１９０６年に，

当時第一副管長の職にあったジョセブ ・Ｆ ・ス ミスが海外旅

行に際して ドイツを訪問 した。それか ら１年後，スイヌ ・ド

イツ伝道部のサージ、・Ｆ ・バリッフ伝道部長は次のように書

いている。 「私があちらこちらと旅行 している時，私は福音

を受け入れると思われるたくさんの人たちに会った。私 は確

かにそんな気がした」。 彼の感 じたことは正 しかった。 それ

か らの３年間に２，５００人以上の改宗者がバプテス マ を 受 け

た。その数はドイツ語を話す国々における今までのバプテス

マの記録を打ち破った。

けれどもアメリカに本部を持つ教会に対する抵抗はなくな

ったわけではなかった。 ４年後の１９１４年 ８月３０日， ドイツに

教会本部か ら驚 くべき指令が届けられた。すなわち 「全宣教

師を解任 し，ただちに彼らをロンドンに向かわせ るように措

置をとること……。」２００人近 くの宣教師がスイスとドイツの

約６０の支部を後にしてロンドンに向った。第一次世界大戦が

始まった。

その月か ら３年後に，オウガス ・Ｊ・キャノン伝道部長は

ドイツ国内の支部を訪問する許可を政府から得た。彼は次の

ように報告 している。 「避け難い戦争の被害に依って，すな

わち支部の多 くの指導者や会員は軍務につかされ，ある者は

再び戻ることもないといった状態によって，ある支部は分解

し，他の支部は人数が著 しく減少 していた。 しかしながら，

このような状態にもかかわ らず，多くの，いやむ しろほとん

どの支部は何 らかの形で組織を維持 しており，また会員の動

向を知っており，出来る時はいつでもまたどこでも集会を開

いていた。」 このようなあり様は２０年後にアドルフ ・ヒット

ラーが 「指導者」として全権力を握 った時にも繰 り返えされ

たのであった。

二つの世界大戦の間の２０年間にドイツ語を話す国々におけ

る教会は非常に盛んな時期を迎えた。世界に再び平和が訪れ

ると平和の君の計画が再び心の正 しい人たちの胸ににじんで

いった。１９２０年にスイス ・ドイツ伝道部を再調査 した時にサ

ージ・Ｆ・バリッフ伝道部長は次のように語った。「伝道部には

６０人余の宣教師がいる。彼 らはお金も書物も持たずに旅行 し

ている。彼 らは謙遜であり，いつもお祈 りをし，清潔であ り純

粋であり，また必要とされる事なら何でもする気がまえでい



ドイツのフランクフル トにある教会のビル，この建物には

建築，法務，翻訳，系図，不動産の各部門が入っている。

１９４２年１０月１７才で断首されたヘルム ット・ヒュープネル

１９５３年スイス神殿の鍬入れ式におけるマッケイ大管長

１９３４年 ， ブ レ ス ロ ーに お け る ビ ーバ ー Ｊ． グ ラ ン ト大 管

長 ， 地 方 部 長 ワ ーナ ー ・マ ー チ ン ・ホ ップ と そ の子 息 ，第

一 副 地 方 部 長 リチ ャ ー ド ・デ ュ ース。

る」

１９２５年 まで ドイツの伝道部は以前 に も何 回かそ うであった

よ うに分 割 されていた。 つま り登録会員 ６，１２５人 の ドイツ ・

オ ース トリア伝道部 と， 同 じく５，３０５人のスイス ・ドイツ伝

道部 の二 つにわかれて双方合せて１１，０００人以上 の ドイツ語 を

話す聖徒た ちがいたのであった。

それは しっか りと した着実 な教会 の成 長のたあの土 台であ

った。 Ｐ． Ｒ，雑誌 の １ページを使 って ドイ ツの聖徒 たちは

１９３０年 に教会 の１００年祭 を祝 った。 その時数 々の陳列 や展示

を し， た くさんの人 々の注意 を引きつ けた。 ドレスデ ンにお

け る展示 では ２５０，０００部以上 の知恵 の言葉の小冊子が人々の

手 に渡 り， ベル ンでは聖徒 たちは衛生 と体育 に関す る博 覧会

を催 し大 勢の友人 を得 た。 「ドイツの新聞か らこれほ どの好

評 を博 したのは初 めてである。」 と ブレ ッド ・タ ッジ 伝道部

長 は語 った。 当時， ヨー ロッパ伝道部長で あった ジ ョン ・Ａ

・ウィッツ ォー長老 はその後 ドイツとスイスの聖徒た ちにつ

いて書 いてい る。 「全教会 でこれ ほど信仰強 くまた献身的な

聖徒 はいない。」

しか し悪 の力 は怠惰 ではなか った。 ナチの兵士 たちが うろ

つき，政府 の教 会に対 す る態度 は間 もな くその正体を現わ し

た。 １９３３年 の ５月， ナチの兵士 たちは聖徒た ちの集会を妨害

した。 同月 に ドイツの他 の伝道部 の二人 の宣教師が制服の兵

士にな ぐられた。 １９３４年 に教会 のボーイスカウ ト活動 はナチ

政府の命 令によ 気て解体 させ られ， そ して小冊子「神 の権能」

は禁止された。 １年後にジェームス ・Ｅ ・タルメージ長老著

の 「信仰箇条の研究」が禁止にな りこの本は全部燃やすよう

に命令が出された。１９３７年に残 りの大部分の教会の小冊子の

配布許可が撤回された。１年後，数人の ドイツ人の教会指導者

が投獄され，彼 らが宗教的な義務をはた したことに対 して大

逆罪が科され，ヒットラーの影がおおいかぶさってきていた。

これ らの困難にもかかわらず，正義の力は来たるべき時に

備えて準備を怠 らなかった。１９３５年 ７月 ２日にドイツにいる

全宣教師に次のような指令が出された。すなわち指導者にふ

さわしい ドイツ人の会員を見つけ出し支部の指導者に任命す

るようにと。主の忠実な僕は神権の原則に無関係に放ってお

かれることはなかったのである。

この指令は決 して早すぎたわけではなかった。と言うのは

１９３９年 ８月２５日，使徒会のジョセブ ・フィールディング ・ス

ミス長老が ドイツにやって来て，全宣教師はただちに国外に

退去するようにと命令された。そしてこの時に，第二次世界

大戦中の最 も感動的な話の一つが起こったのであった。Ｍ．

ダグラス ・ウッド伝道部長は，背が高 くて９０キロもありそう

なアイダホ州出身の宣教師を事務所へ呼んだ。 「長老，ここ

からドイツ国境までの範囲内で３１人の宣教師の消息がつかめ

ていない。彼 らを捜 し出し，国外へ退去す るのを確かめて欲

しい。」

この若い長老は ５００マルクのお金と数枚のロンドンとデン

マーク行の切符を持 って出発 した。彼は徹頭徹尾，自分の意
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元東プロシァ，現在はポーランドのセ ヨーロッパの統一機関誌を

ルボンゲンにある礼拝堂，今もなお集 印刷するオッフェンバ ック

会が開かれている。 のギーゼ印刷会社

ベ ル リ ン ・ラ ン ク ィ ッツ ・ワ ー ド部 ハ ン ブル グ ・ス テ ー キ部 セ

１９６４年 ３月 １日 ， エ ズ ラ ・タ フ ト℃一 ン タ ー。

ベ ン ソ ン長 老 によ り献 堂 さ れた 。

轟 縫

讐
遡難

１９６６年 の ユ ー ス コ ン フ ァ レン スで ライ ン下 りに 参 加 す る 若 人。

１９６５年 の ユ ース コ ン フ ァ レン ス ， ダ ン ス フ ェス テ ィバ ル の フィ

ナ ー レ， Ｍ ｌＡに代 る Ｇ ＦＶの 人 文字 が つ くら れて い る。

のおもむ ぐままに行動するようにと言われた。彼は汽車に乗

り西方へ向った。 しか し何処へ行 くのかは自分でもわからな

かった。 コログネは彼の目的地ではなかった。 しかしここで

降 りるべきだと強 く感 じた。コログネの大きな駅は何千人と

いう人で混雑 していた。この人混みの中で一体どうして行方

不明の宣教師を捜 し出せるだろうか。彼は讃 美 歌 「正 しか

れ」を口笛で吹き始めた。そうすると駅の偶の方にいた一人

の長老と，夫婦の宣教師がこれをききつけた。直 ぐにデンマ

ーク行の切符が手渡された。

この背の高い長老はまた汽車に乗った。国境の駅でまた町

々で降 りて自分の使命を続 けていった。そしていつも自分の

心に強 く下車すべきだと感 じた時だけそうした。霊感に導か

れるままに彼は１７人の宣教師を捜 し出した。 これ らの宣教師

たちはその夜全員 ドイツを退去することが出来 た の で あっ

た。ほどなくして， ドイツにいた全宣教師が国外に退去 し，

しかも全員無事である旨の連絡が伝道本部に入った。 ７日後

フランスとイギリスは宣戦を布告 した。

戦時中の ドイツとオース トリアの教会の歴史は感動的な物

語で埋めつくされている。だれ一人 として公然 とナチスを非

難 しなかったその時，三人の若い教会の会員がそれをしたの

であった。この若者たちは英国の放送を聴取 し，状況を印刷

して公然と人々に配布 した。 ３人の内の一人ヘルムット・ヒ

ュープネルは大逆罪の宣告を受け斧で断首 された。残 りの二

人は捕虜収容所入 りの宣告を受けた。今 日，ハンブルグには

この勇気 ある末 日聖徒 の若 いグ ダッ ト兄弟 をたたえる建物が

あ る。

ドイツの支部 の人 たちは，痛 ましい苦 労を重 ねなが らそれ

で も努力 を続 けていた。 その努力は，例 えばル ール地方 で空

襲 を受けた教会員 のために力をつ くした アル トナ支部 のよ う

に， 空襲 にあって財産 をな くした聖徒 たちのために衣服 を集

めた ことであ る。

１９４３年 か ら１９４４年 にかけて， ア リスが激 しい攻撃 を受 けた

時，聖徒達 は幾度 とな く空襲 に備 えて聖餐会や 日曜学校の集

会か らにげ るよ うに霊感 を受けた。

戦争の終結 も近 くなった１９４５年 に地方部長 のウィ リー ・デ

ッテル スが書いてい る。 「天 は炎の門 を開 いた。各支部を訪

問す ることは，ほ とんど不可能 となった。空襲 は絶えず あっ

た。夜 は息つ くひま もなかった。 た くさんの兄弟 たちが召集

されて軍務 についた。 年令は１５才 とい う非常 な若年か ら５０才

を越す ような老年に まで及 び，祖 国を救 うための 「市民軍』

とい う組織 に入 った。 理性 は今や狂気 に変 った。」

戦争 は恐怖 と破壊を もた ら し，家 をな くした人や死者 を何

百万人 も出 した。知 られ る限 りではｑｇＯ人 の聖徒 が殺 された。

また他 に ２，５００人 は戦死 し，聖徒 たちの ８０パＬセン ト以上 は

家 を失 った。 ブ レーメンでは聖 徒の９５パーセ ン トが家 を失 っ

た。：食料は ほとん どな くダンツィヒでは教会員 は雑草，猫，

犬，わずか ばか りの じゃがい も，それに動物 の死骸 を食べ て

生 きて いた。老人や病 人は このよ うな物 す ら入手 出来 なか っ
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たので， これ らに も什分の一の老え方をあてはめ るこ とに し

た。それ に従 って最 も貧 しい人 々のたら６に，入手 した物 の什分

の一 を差 し出 した。福音 の力，福音の感動的な力に対 す る非

常 に素晴 らしい証が あった。人類の最悪の行為 戦 争の犠牲

になった信仰強 い聖徒 たちは，恐 怖，飢 え，貧窮の厳 しい試

練 を受 けて強 い兄 弟愛 を発揮 した。

１９４５年，ヒーバ ー Ｊ．グ ラン ト大管長が亡 くなられた時い く

つかの支部 では追悼式 が執 り行 なわれ た。 ベル リンでは １７５

席の ホールに３００人以上 の聖徒が参集 した。そ の中 には軍務 に

ついてい るアメ リカの聖徒 がた くさん混 って いた。伝道部の

記録 は次のよ うに告げてい る。「カーキ色 の軍服 の男女 は快よ

く迎 え られた。彼 らは入 口で ドイツ語 で 「兄弟ですか』 とき

かれ た。 答が 「イエス」であれば扉 は大 き く開かれ た。兄弟

の意 の 「ブ リューダー」は一種 の合 い言葉 とな った。」

国家，人民，家庭， それに個人 の生活 の再建が最大 の関心

事 となった。数 ヵ月を経ないで十二 使徒会 のエズ ラ・タフ ト・

ベ ンソ ン長老が聖徒た ちの援助 に必要 な物 を調査 して，何 ト

ンもの衣料品や食料品を困窮 してい る聖徒 たちに援助 出来 る

途 を講ず るために ドイツにや って来 た。

１年後 にオ ランダの教会員は ドイ ツの教会員 のたあにジ ャ

ガイモを船 で送 った。 そ して ドイ ツの聖徒 たちは一人 当 り１０

キ ロ余 りを受 け取 った。 デビ ド・０・マ ッケィ大管長 は このオ

ランダの聖徒 たちの行為 について語 った 。「私 を感動 させた真

の クリスチ ャンと して の行為の一つで ある」 また も福音 によ

る絆 は国家 間の障壁 を物 と もしなか ったのであった。

程 な くして，教会 の大会が開かれた。 １９４６年 に， シュツ ッ

トガル トでは，西 ドイツの神権者の集ま りに ８００人以上 も出

席 した。西 ドイツ伝道部の大会は ラィプツイ ッヒで開 かれ，

１１，９８１人が出席 した。 この数 は ヨーロッパの今 までの教会 の

集会 では最 も多 い もので あった。

１９４７年 まで何人 かの アメ リカ人 の宣教師が再度 ドイツへ渡

り始 めた。 しか し，間 もな く彼 らの伝道範囲 はせ ばめ られ る

ことになった』連 合国の一員 だった ロシアは，ベル リン封鎖

を強行 して， その為政 者の悪 らつな も くろみ を明 ら か に し

た。 自由を否認す る他 の出来事 もあって，程 な くして ドイ ツ

は現在の西 ドイツ と東 ドイツに分割 され て しまった。現在，

西 ドイツだ けで回復 された福音 を伝 える宣教師が働 いてい る

ので ある。

ドイ ツ語 を話 す国々におけ る過去 １８年間の伝道をかえ り見

ることは必然 的にデ ビ ド・０・マ ッケイ大管長の教会管理の成

果を部分 的にではあ るがふ り返 って見 ることにな る。その成

果 た るや実に驚 くべ き ことであ り，端的 に次の事柄で あらわ

され る。す なわち ５つ のステーキ部 （ベル リン，ハ ンブル グ，シ

ュッ ッ トガル ト， スイス， それ に何千人 とい う合衆 国の軍人

の ヨーロッパステーキ部）， ６つ の伝道部， スイ スの ベル ン

にあ る神殿， それ にフ ランクフル トにあるヨーロッパ大陸教

会本部， これは海 務，不動産，建築，系図事務， 印刷，翻訳

蛇送事業，その他，社会，政府，報道関係の便宜のために設

置されたものである。マッケィ大管長は１９５２年にスイスとド

イツを旅行された時これ らの目覚ましい業績の先駆けをなさ

れた。讃美歌 「感謝を神に捧げん」が神聖にそ して敬 けんに

歌われた時，大勢の人が涙を流 した。

３年後にタバナクル合唱団が ドイツとスイスを旅行 し，ス

イス神殿の献堂式で歌った。この折にモルモン教徒の善良 さ

と礼儀正 しさを通 じて両国の人々に善意を広め，人々を感動

させた。

神殿の開会において，ベンソン長老は次のように述べた。
「１１８年前にこの地に初めて 福音が もたらされて以来，この

ヨーロッパの地でおきた事柄はわが教会における最 も偉大な

出来事です。 どこの地にあってもヨーロッパの人たちが示 し

た強い信仰に劣らずと言えど優 る信仰を見 ることは出来ませ

ん。」

今日，３万人余の ドィッ語を使 う聖徒たちが自由と安寧を，

またドイツ；オース トリア，スイスの発展を享受．している６他

の地と同様に，教会は増々友好的な気持 と尊敬を得てきてい

る。たくさんのヨーロッパ人がアメリカ空軍の放送を聴き毎

週放送されるタバナクル合唱団のコーラ１スを楽 しんでいる。

今まで，教会は町か ら村へと二人でめぐり歩 く若い宣教師

に象徴されてきた。 しか し，今日では新 しいシンボルが人々

の目につき始めてきだ。すなわち， 美 しい礼拝堂， ス テ ー

キ ・センター，それに著名な末日聖徒たちである。教会員の

名簿か らは，成功 した実業家，才能ある名匠，‘新聞編集者や

記者，医者，歯科医，教師，大学教授，建築家，芸術界で著

名な人たちを見つけ出すことができる。

現代の通信設備はこれらヨーロッパの聖徒たちを教会本部

に強 く結びつけている。教会の年次総大会は専用線でヨーロ

ッパのステーキ部，ワー ド部に中継される。これに加えて，

ドイツ語を話す国々の教会員は教会の機関誌「デル・シュテル

ン」（星）で感動的な，素晴 らしいメッセージを読むことがで

きる。この本は今年発刊 １００年目を祝った。新 しく刊行され

た教会の１７力国語のユニファイ ドマガジン （統一機関誌）の

一部として，デル ・シュテルンは教会の指導者によって管理

・編集されている。

年 ２回開かれるドイツのユース ・コンファレンスはその会

の素晴らしさのたあに，合衆国のＭ ＩＡ六月大会と同じよう・

に人気があり，また有名である。多 くの関心が寄せられるの

は他でもな くこれ らの若人である。彼 らのほとんどは年若い

改宗者である。 ドイツ語を話す国々を訪れたことのある数多

くの教会の指導者たちはこれ らの若者たちについて次のよう

に語っている 「教会で最 も素晴 らしい若人たち」，「どこに住

んでいても非常に才能があり， しかも明るい」，「著しく霊的

で， しかも指導性を身につけている」。

明らかに， ドイツ語国における教会の物語の新 しい章が今

憲さに始まろうとしているのである９
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人 は何 者 な の か

管理 監督 ジ ョ ン Ｈ・バ ン デ ン バ ー グ

十年前には一般的に力の源は文字通 り馬の力でありました。畑を耕 した り乾草を運んだ りす

数
る時，大 きくて立派な数頭の馬に引かせている光景をよく見ましたし現在で もそうです。そ

の馬具の一つでよ く使われるものに，真直 ぐ前方を見るだけ１ζして右 も左 も見えないように馬の

目の外側につけた目隠 し皮があります。、ζれ らの目隠 し皮は馬を御 しやすくします。

同 じような方法で，サタンは人間をもっと容易に御 しやす くするため人々に目隠 し皮を付けよ

うとたくらんでいます。そ してサタンは人々に自分 自身がだれであるかわか らないように しよう

と思っています。サタンは人類が地球上に くる以前は神様 と共に生活 していたという事実を人々

に隠そうとしてお り，現世での自分たちの行ないによって定められ る所で死後住まなければな ら

ないとい うことを隠そうとしています。サタンのたくらみは，この現世の生活が全てであるとい

う老えを人々に持たせ ることにあります。

サタンが唱道した原理はモルモン経の予言者によって次のように明 らかにされました。すなわ

ちそれは 「われらは明日死ぬかも知れないから，飲んだり，食ったりして楽 しめ，そうすればわ

れらは，幸福で満足である」…… （皿 ニーファイ ２８：７） であり，この原理は今日の世には

びこっています。私たちは，ある若い人をが麻酔薬や不道徳やあらゆる種類の堕落で自分たちの人

生を台無 しに しているのを見聞きします。このことは彼 らが自分たちが実際どのような存在であ

るか，また自合たちの行ないの永遠の結末がどうなるか解か らないでやっていることなのです。

サタンは 々が自分がなにもので ） ・” る時一人一人にどんな力が生 じるか，

１一 ・顛 が・に のであるかわかる ’出 ’ の人

生一 ・そしてサタンのたくらみは役にたたないものとなり・破滅 してし

郵
「私は何者であろうか」 という質問に対する答えを理解するのが大切噸ことは無論 の こ と で．

す。イエスは御自分が真実何者であるか とい うことを知っておられたので完全な生涯を歩むこと

ができました。イエスは年若い時にさえ も，天父の御意について自分がどうあるべきかを知って

おられました。 （ルカ伝 ２章４９節参照）

救い主はご自分が神の御子であったことをお知 りになっていましたし， ご自分の使命がなんで

あるかご存知でした。そしてそれに応 じて行動なぎいました。予言者 ヨハネは主を 「言」として

述べています。 ’． ・

「初めに言があった。 言は神と共にあった。 言は神であった。 この言は初めに神と共にあっ

た。すべてのものは，これによってできた。できたもののうち，一つとしてこれによらないもの

はなかった。 この言に命があった。そしてこの命は人の光であった。光はやみの中に輝 い て い

る。そしてやみはこれに勝たなかった。そして言は肉体 とな り，わたしのうちに宿った。わたし

～
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たちは，「その栄光をみた。 それ は父 のひと り子 と して の栄光 自努が真実何 者であ るか とい う霊 的確証 を得て信頼 と力を

で あって，あ ぐみ と， まこ ととに満 ちて いた 。」 （ヨハ ネ １ 受けた人 の素晴 らしい例 として
，後 にペテ ロと呼 ばれ るよ う

：１～ ５，１４） になった
，粗野 な漁夫 シモンの話が あ ります。ペ テロが伝道

救い主はご自分が賭 であるかご存攣 敏 ので・牙隠 ど 渚 として召ざれ・時・．鶏 彼ゼ 勤 酬 者」「と呼ばれて・｛』

誘惑を克眼する偉大な力をお持ちになっていました。 ました。 しばしばペテロは，衝動的でぶしつけでした。そし

このことは私たちに「私は何者だろうか」と考えさせます。 て，ペテロはその召にあずかっている間救い主と共にいまし

私たちは神様の息子であり娘であります。そして私たちは たが，キ リス トが重大な試練に立たされた時，主との交わ り

この地上に くる以前に神様と共に住んでいました。使徒パウ を否みました。十字架上の刑が終って，ペテロは救い主の伝

ロは，この偉大な真理を ド御霊みずから，わた したちの霊 と共 道の深い意味に関 して多少困惑 していま した。事実，ペテロ　

に， わた したちが神 の子 であることを あか し して 下 さ る」 ，は元 の仕事 である漁師 の仕事 に戻 ることについて考 えていた

（ロマ ８ ：１６） と証 して います。 のです。

私 たちは神 の子供 たちですか ら， パ ウロは，私 たちが 「神 さ らに主は，ペ テロが 自分 の使命 の真 の目的を知 った時
，

の相談人で あって，キ リス トと共同の相談人」 なのであ る（ロ 彼の弱 さに もかかわ らず
，偉大 な力 あ る指導者 になるだ ろ う

マ８＝１７） と言・ています・このことは・攣 という・とを知・ておられました。つい｝・ペテ・は難 か ら

の御霊に導 かれてい る」（ロマ ８ ：１４） なら， そ して神様 の誠 その確証 を受 け
， その瞬間か ら力 あふれ る指導者 とな りま し

一 ，と臆 味しています・ た謎 いも 自信歯 たないで働 するのではなく，確信を
私たちがほんとうは何者なのかｒまた私たちの永遠の可能 もって統治者の前でも街頭でも，イエス ・キリス トの福音に

性がなんであるか理解することによって，私たちは秀れた者 ついて証 しま した。

となれます。 今日，サタンは実にいろいろな策略で，少 しの間ペテロを目

ペテロが 「……あなたがたは，選ばれた種族祭司の国…… くらにしたように，死にもの狂いになって私たちを混乱 させ

聖なる国民……である」 （１ペテロ２：９）と述べたごとく たり，目くらにさせようとしています。サタンは私たちが，人

であ ります。 生の真実はただ単に世俗的な事と快楽だけを追 うことである

若いニーファイ人の将軍モルモンが自分が真実何者である と考えるように準くらんでいます。サタンが私たちの永遠の ゴ

かを理解することによって堕落 したニーファイの民か ら遠の 目的をぼか した り，社会的名声をどんな犠牲を払って も追求

いたように，あなたも世の良 くない人々から遠ざか り一人の させたり
，せつな的悦びを求めさせたり，また私たちが真実

指導者となるべきです。 何者であるかを忘れ させ ることができたら
，サタンは私たち

一 の永遠翻 ・対す・戦いに大きな勝禾Ｕをお・め・・とにな・
＿ 。あなたたちは，そのよ でしょう。

うな指導者でなければなりません。なぜなら，世の中の他の 一方，サタンの力に対抗して最も力ある攻撃は永遠の観点∵
つ

人は，若 くても・年老いていても・．末 日聖徒イエス ・キリス か ら自分はほんとうは何者であるか，また，自分の可能性は

ト教会の会員であるあなたたちが持っている人生の真の目的 なんであるかというこどを理解することです
。人生の計画と

をだれも持 っていないからです。 目標を知
って生活することより大きな力はありません。同時

あなたたちに対するチャレンジは主が ヨブに語 られたこと に，あなたの両親や，監督や，特に自分自身が，あらゆる点

と同じです。すなわち 「あなたは腰 に帯 して，男 らしくせよ」 で聖 く，価値がある人間であると答えられ ることであります
。

そして主の 「わたしが地の基をすえた時，どこにいたか」．そ この様な事が実現 した時，人はほんとうは何者なのかという

して，あなたは真実何者であるか 「もしあなたが知っている 知識や人の永遠の可能性を，世の多 くの人に今まで目隠 しし

なら言え」という質問に対する明らかな答えを得なさい。 てきたサタンにあなたは打ち勝 ったのです。

１９１
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聖 典

聖 約

Ｔ．エ ド ガ ー ・ラ イ オ ン

日聖徒イエス ・キ リス ト教会が所有 しているすべての聖末

典の中で教義と聖約こそ，まさに 「近代の聖典」と呼ぶ

にふさわ しい唯一のものである。モルモン経 モーセの書，

アブラハムあ書 も，確かに再び見い出されたという意味では

近代的であるが，旧約時代と平行する過去の遠い時代を扱っ

ている。 しか し，教義と聖約は，それにふ くまれるメッセー

ジと同様に，起源そのものが近代的なのである。 この回復 さ

れた神権時代の基本的な聖典が教義と聖約である。

聖書，モルモン経，モーセの書，アブラハムの書は，すべ

て価値ある書物である。 しかし， これらだけでは，どの一冊

として，・福音を理解する完全なガイ ドとしての機能をもてな

い。教義と聖約の教えに精通していなければ， これら四大聖

典のすべてから，教会の教義の多 くについて一般的な概念 し

か得 ることができない。

１９２

も

例えば，神権の問題と，その力，組織 とその働き，死者の

ためのバプテスマ，主の晩餐を記念する聖餐の性質と目的，

主の健康の律法である知恵の言葉，隣人に福音を伝える教会

における一人一人の義務，現世の後に くる光栄の段階，研究

と信仰によって霊を高める宗教の必要性，結婚契約が永遠で

あるとする教え，永遠進歩の教え一 これらすべては，教義

と聖約の啓示の中に良 く説明されている。 これら末 日の啓示

より得た知識で，教会の会員は，他の聖典を研究することが

でき，文字通 り，これまで読者にわからなかった隠された意

味を 「行間か ら読みとる」 ことができるのである。教義と聖

約は，このような二つの目的に役立っている。神のみことば

や御旨を，この神権時代の人々に明らかにす ること，そして

もう一つは他の聖典に記された漠然とした不完全な教えを理

解する鍵 となることである。すべての聖典の中で，教義と聖

約は，末 日聖徒が進んでなれ親 しまねばならない も の で あ

る。

次にとりあげた章のリス トは，近代の聖典のメッセージと

スピリットに触れようと願うすべての人々にとり，手引きと

なるものである。

１．第一章

この章は，なぜ啓示が与え られたのかを述べ，主の教会

の会員にキリス トが課せ られた責任を示 して，この書物

に対する 「主の序言」 としている。

２．第四章

この章は，予言者ジ ョセブ ・スミスの父に与えられたも

ので，彼が宣教師として働 くように召されている。そし

て，宣教師が当然もたなければならない諸徳や性質をあ

げている。この章は，神権時代の教会の職務に召された

多 くの人々にとって霊感の源となってきた。

３．第十三章

この短い章には，アロン神権者を力づける出来事が記 さ

れている。

４．第二十章

、 当時，教会は公式には法人組織であったが，教会の基本

的な信条や実践を説明するちらしや小冊子，信仰箇条，

その他のものはなかった。 この章は，教会の力，権威，

教義および権限に関する最初の公式宣言である。それは

「教会の憲法」と呼ばれるかも知れない。

５．第二十五章

この章は，教会の指導的地位に多 くの婦人を置 くように

はか らい，末 日聖徒を 「歌を愛する者」とするように述



べている。

６．第四十二章

第二十章を補って教会の様式，儀式，規律などについて

多 くを述べ られている。

７．第七十六章

ふつう 「光栄の三つの段階の示現」として知 られ て お

り，実際にこの章では七つのそれぞれの示現が述べ られ

ており，そのうち六つは一般的な説明であるが，七番目

だけがとりたてて述べ られている。

８ゼ第八十七章

これは，ふつう 「南北戦争の予言」として知 られ て い

る。しか しこの名称は，完全に正 しいものではない。．例

え戦争について予言 しているとはいえ，南北戦争は引続

いておこり人類に苦悩をもたらす戦争の単なる始まりに

すぎないことを示 している。

９．第八十八章

これは最 も長い章のひとつであり，そ してまた最 も偉大

な章のひとつである。それは 「予言者の塾」 と呼ばれ，

教会がそれにならって行なうはずの教育形態を定めてい

る。全体的に，各州と比べてみて，高校や大学に出席す

る教会会員のパーセンテージがきわめて高いのは，この

章で，教会の宣教師制度や一般会員が指導者 となる制度

のために学聞や研究を重視 しているからである。

１０．第八十九章

ふ つ う 「知恵の言葉」 として知 られているが， これ は

「主の健康の律法」と呼んだほうがよい。

１１．第九十三章

末 日聖徒の人生哲学を理解 しようとする人は， この章を

研究 しなければならない。この哲学は，予言者ジョセブ・

スミスによって教え られたように，生命が永遠であると

説明する基礎 となっている。

１２．第百七章

これは，神権に関す る偉大な章である。

１３．第百二十一章

ここには，神権者の力 と精神について，美 しく述べ られ

ている。

１４．第百三十章及び百三十一章

予言者ジョセブ ・スミスの説教からの抜葦を含む，この

両章には，教会の特色 ある教えの多くが見い出される。

これらは，古代の福音の新 しい回復 としていわゆるキリ

ス ト教会か らはっきり区分 される。

同 じ
由
戸

威 ある声 とことばが，愛 の声や ことば と同 じとき， その ときこそ，従順， その権

他の行ないが子供に受け入れやすいものとなる。愛する子供に話すとき愛称を

用いた り，愛撫をしたりすることも，心をよ く伝えるけれど，他に多 くのことが ら

がある。それは，仕事をやりとげたことをほめること，何かをしようとするときの

許可，再びそれをしようとするように励ますことである。また遅い進歩を認めてや

ること，失敗をあまり責めないことであり，よろこびに満 ちて抱き締めること，１予

期 しないほほえみをかけることである。それは苦痛と驚きを救 う た め の教訓 と警

告，何かにぶつかるなと言 う注意 恐れをしずめること， 目を見はらせること，愉

快なこと，おやすみ前のお話，ホールにあかりをつけておいてやることである。そ

れは，子供が大人の世界の方法を学ぶ問の忍耐であるρ

（作者不詳）

肺

亀
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日 曜 学 校
♂ ‘

す べ て の 人 の た め に
．圃ｌｌ

リー ド Ｈ． ブ ラ ッ ドフ ォー ド

聴淫：要留懲酷謡覇 鑑砦壕島
声 はすべての人々に及 ぶ ものなれば， ……」 （教義 と聖約 １

：１～ ２）

時として私たちは一人一人が天の父の子供であることを忘

れます。すべての人々は，私の友だちも私の子供たちも，また

そこか しこにおられる男の人 も女の入 も，私の兄弟，姉妹で

あります。その人々の一人一人が，私たちの聖なる創造主に

よって計画 された進歩，祝福，救い，昇栄，そして喜びを経

験する機会を持 っていることは実に大切なことです。

けれども， この世の中で，そのような機会は多 くの人々に

与えられていません。

雪 の 中 の 子

身 に しむよ うな，寒 いある ２月 の朝が悲劇で始 ま り ま し

た。私 は学校 に行 く途中 で，雪 のひどい朝 にはいつ もす るよ

うに， ミルフォー ド，．コーナーズのスクール ・バ スの後 につ

いて運転 していま した。 バスが方向を変 えて， 止ま るはずで

ないホテルの前 に急 ビ止 ま りま した。 この予 期 していなかっ

た停車 のために，私 も止 らなければ な らなか ったので， あわ

てま した。 ところが一人 の少年がバ スを降 り， よろよろ とふ

らつきつまつ いて歩道 の うちに ある雪の吹 き溜 りの上 に倒れ

て しまいま した。 バスの運転手 と私 は同時にその少年 の所 に

走 り寄 りま した。少年 のほ っそ りした， うつろな顔 は，雪 の

上 でさえ，真 白に見 えま した。

「この子は死ん だ」 とその運転手 はつぶや きま した
。

少 しの間， なにを言 った のかわか りませんで した。 ス クー

ル ・バスの中か らこわ ごわ見おろ してい る子供 たちの顔 をち

らっと見て， 「医者を ！ 早 く／ ホテルか ら電話 しホ う…

…」 と私が言 いま した
。

「むだ です よ， この子は死んでい る」 とじっ と動か ない少

年を見て運転手が云 い ま した。 「この子 は気分が悪 いと少 し

もいわなか っ』た，肩をたたいて小 さな声 で 『すみませ んが，

ホテルで降 りなければな りません』 と，丁寧 にあや ま るよ う

に， それだ け しかいわなか った」 と運転手 はつぶ や き ま し

た。

その知 らせが学校 の廊下 で発表 され た時， それ までの くす

くす笑 いや， ごた ごた してい る朝 の騒音が静 ま りか え りま し

た。私 は女 の子 たちの集 まってい るところを通 り過 ぎ ま し

た。 「だれが，学校、来 る途中で死ん だのか しら」 とその中

の一人が とて も小 さな声 でいっていま した。

「名前 はわか らないけれ ど
， ミル フォー ド ・コーナーズか

ら来 てい る子 よ」 とい う返事 で した。

その少年 を知 らなか ったン

職員室で も校長室で も同 じあ りさまで した。校長先生 は私

に 「両親 に伝 え るために行 って下 さい，彼 らの ところには電

話 があ りませんが， どう して も， 学校 か らだれか行 くべ きで

す。 その間，私が あなたのクラスを見ていま しょう」 といい

ま した。

「私が ？ 校長先生が行かれ るのが一番いいのではあ りま

せ んか」 と申 しま した。

校長先生 は， 「実 は，私 はその子を知 らなか っ た の で す

よ」 と正直 にいいま した。 「それに昨年， その子 は好 きな先

生 としてあなたをあげて いま したので」

私 は，雪 のつ もった寒 い峡谷 の悪路 をエバ ンズ家 に向 って

運転 しなが ら， クリフ ・エバ ンズ少年 について考 えま した。

彼 の好 きな先生，なぜだろ う。 その子 は二年 の間私 にひ とこ

と も話 しか けませんで した。私は心 の中には っき りと，午後 の

国語 の時間 に，一番後ろの席 でふ ところ手 を して座 って いる

姿を思い出す ことがで きました。彼 は一人 ぼっちで教室 にや

って きて， また一人 ぼっちで帰 っていきま した。 「クリフ ・

エ バンズは決 して話 した ことのない少年 だった。彼 は笑 った

ことが ない。私 は一度 も彼 の笑顔 を見 たこ とが なか っ た。」

私 は一人で そうつぶや きました。

大 きな牧場の台所 は清潔 で暖か で した。私 は，なん とか，

その知 らせを伝 えま した。 エバ ンズ夫人は，が っ くりしたよ

うすでや っとの ことで椅子 に腰 かけま した。「クリフは，今ま

で気分が悪 いな どと一言 もいいません で した」

１９４
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ポジ ョは ペ ドロ じいさん の小 さな ロ

バです。

みか けはよ くありませんが，で もと

て もは たらきものです。

ポジ ョは キャベツや にん じんの入 っ

た重いか ごもへ いきで市がひ らかれ る

日に村へは こびま した。 ポジ ョは ほか

の村の ロバたちが じぶん よ りも新 しい

か ごを持 っていて も， また銀 のよ うな

くぎのふち ど りのはつ な （くつわ に結

びつけてあ る綱） で も気 に しませんで

した。

ポジ ョのはつ なは ロープで したがま

んぞ くしていま した。ポ ジョはへ いぼ

んな， なんの と りえ もな

い目立たない ロバで した

が， しんせつな御主人が

あほ

・蕪謹籔 濾
、

いるので しあ わ せ で し

た。

そ うです。 ペ ドロ じい

さんがポジ ョの頭 にばか

げてみえる麦わ らぼ うを

かぶせ るまでは， しあわ

せだったのです 。それは

こんな風 に して起 りま し

た。その夏は太陽がばか

にて りつけてあつ く， ポ

ジ ョはひたいに太 陽の熱



が あた るのが いやで した。．そのあつ さ．．

とい った ら」．ポジ ョは シ ョボ シ ョボ し．１

た目をつぶ り．っぱな しに してお き・たい

と思 うほ どで した。 ポ ジ ョは 自分の頭

を地面 にひ くくたれたまま に してお く

か，，しげみや かげを見 つ けた らそ こに

頭 をつっ こん だまま， はなれ ないでい

たい と思 うほどあつか った のです。

太陽 はペ ドロじいさんに もて りつけ

たので 自分 の頭 にハ ンカチを まきつけ

て お じい さん にはこ う言 い ま した。「日

よ けにな るつ ばの広 い麦 わ らぼ うがほ

しい ものだ。 で もそん なぜ いた くをす

るお金 はない しキャベ ツやにん じん を

売 って入 るお金は，みん な冬の食物 や ．

ねん りょうに使わ なげれ ば な ら な い

し，麦 わ らぼ うなんて暑 い夏 の 日に し

か用 のない ものだ しな。 そ うじゃない

かね ポジ ョ ？」

それか らペ ドロじい さん はギ ラギ ラ

とて りつ ける太 陽か ら顔 を そむ け， 目

を とじてい るポジ ョをちか ちか とみつ

めて言 いま した。

「ポジ ョよ
， ゆる してお くれ ／ 自

分 の頭 の事ばか り考 えて， ずいぶ ん 自

分が ってだ ったね。 お前 こそぼ うしが

いるんだ った のに。い つ も外 に立 って

いるのはお前 なん だか らね。何 とか し

て お前 にぼ う しを買 って あげよ う。」

このぼ うしの話 しに ポジ ョは グ イッ

と頭を持 ちあげて 目を ぱっち りとあけ

ま した。 ポジ ョはぼ う しなんか ほ しく

なか ったのです。 この あつ いの にぼ う

しをかぶ って マーケ ッ トにい くなんて

考 え るだけでポ ジ ョはみぶ るいが しそ

うで した。 ぼ うしをかぶ った ロバ なん 詳

．．で今まで見た事．もあ．りませや。 もｏわ．

研 １にきれて しまうとポジ：３は思いま

した。１

ほか の ロバたちが ヒヒンーと笑 ってさ

ん ざん ばか にす るに ちが い な い。 あ

あ， ペ ドロじい さんがそん なばか げた

ことを忘れ て くれれ ばいい のに……６

けれ ど もペ ドロじい さんは忘れ ませ

んで した。 お じいさんは， キ ャベ ツや

にん じん を， もっ ともっ と大 き くしホ

うと， 前よ りもいっ しょうけんめい に

はた らきま した。 そ してつ ぎの市 場が

開かれ る時 に二 日か れ らは 村へ行 き

ま したが， ペ ドロじい さ ん は ズ ボン

のベル トの穴を一つ つめて， ぼ う しを

買 うお金を作 るため にお弁 当を持 たな

いで行 った のです。 こ うして ペ ドロじ

いさん は， もちろんぼ う しを買 いま し

た。 それは高 くてつばがか るい広 し～ぼ

う しで した。 ペ ドロじい さん はポジ ョ

の耳が通 るよ うに注意 ぶか くつ ばに二

つ の穴 をあけま した。 も しポジ ョがペ

ドロ じいさん とお話 し出来 た ら， こう

さけん だにちがいあ りません。 「やめ

て／ そんな ものをか ぶせないで下 さ

い．／ お願 いです」

ペ ドロ じいさん は後 にさが りに っこ

り笑 って言．いま した。 「さあ， これで

お前 はず っと楽 になるねポジ ョ君。」

ポ ジ ョはず っと楽 にな りま した。 そ

のぼ うしは ポジ ョを太陽 の熱 と光 か ら

とて もよ くか ばって くれ ま した。 けれ

ど も水 に うつ った 自分 を見て， 「まる

で まぬけな ロバみたいだ ／ ペ ドロじ

いさんは あんなに喜 んでい る．し， この

ぼ うしを買 うためにペ ドロじい さんが

（５０ ）

載．

方に近づいて行．き

ました。王子様の１

しがみついている

ところより少 し前

でせいいっぱい腕

を広げて王子様を

片方の腕にだきま

した。少 しみるえ

てはいましたがそ

れでもしっか りと

ノ

磁．

王 子様 を抱 き とめたのです。

「さあ
， もうだ い じょぶだよ」 と

ク リスはや さ しく言 うと，．弟 のエ リッ

クに吹 いてや っ元 あの指笛 を王子様 に

吹いてあげ ま した。す るとだれか が王

子様を ク リスの腕 の中か らだきあげて

急 いで船長室 につれていきま した。

ク リスは ホッとため息 をつ いて修理

屋 に もどろ うと しま した。．「キャプテ

ン ・フ ォス ターが一人 でこまって るだ

ろ うな」 とク リスは思 いま した。 そ し

て クリス と王子様 を見守 って いた人 々

の間を早足 で通 り過 ぎよ う と し た と

き王様 の大 きな声 がきこ え ま し た。

「クリス トフ ァー ・ウェバ ー，君 は ど

うして士官学校 をや めたんだね ？」

「ぼ くはこの港町の帆の修理屋 で働 い

て いるんです」 と クリスは王様 に頭 を

下 げ敬意を あ らわ して言 い ま し た。

「君は あの
，国中で一番勇かんな船乗

りだ った ウェバ ー船長の子供 だね。」

クリス の胸は ドキ ドキしてきま した。

王様はお父 さん のことを覚 えていて く

瓢

夢

．れ たのです貸

「お父 さん同

様，．．ま った く、

勇 か ん な 子

だ。 お父 さん

に本 当によ く

似 ている」 と

王様が言 うと ．

人 々はク リス

の勇気を た．た

えてい っせ い

，，霧磁 、 響 茎総
人々に静かに

聞 くようにと

手を上げて合

図をす ると続

けてこう言い

ま した 。 「ク リ ス トフ ァ ー ・ウ ェ バ ー

今か ら君 はとのマ リアンヌ号 の乗 り組

員にな りなさい。 そ して他 の士官学生

と共 に勉強 しなさい。」「しか し王様，

それ では弟や妹 はどうな る の で し ょ

う」 と クリスは少 しため らいなが らた

ずね ま した。「だれか他の者にあ ん ど

うを見 させ ることに しよ う。」王 様 が

こ う答え るとク リスはにっζ りしま．し

た。 ク リスの顔は喜 びで輝 いて いるよ

うで した。 これでやっとク リス もマ リ
「
アンヌ号 のデ ッキを歩 きなが ら潮風 に

ひたることがで きるよ うに な る の で

す。 お父 さんのよ うな立派な船乗 りと

，なって クリス もきっと国のためにつ く

す ことで しょう。

（５５ ）

∠



鵡

レ「

Ｌ
ろ．

Ｌ

ばん勇かんな乗船 りだった……。」１と

この男はとて も感心 した よ うす．で言

いました。腕にかかえていた帆をク１」

スに手渡 しなが らつづけ て 「と こ ろ

で，どうして海軍士官学校へ行かない

んだね ？」 「お母さんが仕事に行って

る間，弟や妹の世話をしなければなら

ないんです。」 とクリスはていねいに

そ②わけを説明 しました。 「王様 と王

子様が もうじき港に来 られ るはずだ」 ・

と言いなが らその男は店をでて行 きま

した。 クリスは帆の小さなさけ目を じ

ょうずにぬい合わせました。 「できた

らマ リアンヌ号にかえ してきて くれな

いかね。そうしたらお昼休 み に しよ

う。」「はいそうします」 とクリスは元

気よ く返事をす ると 「ひょっとす ると

港で王様に会え るか もしれないそ」 と

言ってにこにこしなが ら帆を もって急

いで店を出ました。

修ぜんした帆のとりつけを終え ると

クリスは船をまたいで王様の到着を待

ちわびている人ごみの中に入 っていき

ました。 クリスは生まれた時か らこの

港に住んでいたので，港にはいって く

る船や出てい く船のことを友達のよう

に思っていま した。クリスは停泊中の

マリアンヌ号の上品な姿にうっとりと

見入って しまいました。そしてもっと

よく見ようと， ２， ３ヤー ド下が りま

した。その時王様がきれいな馬車か ら

降 りて くるのが見えました。 クリスの

心は喜びでいっぱいで した。すぐあと

から５つになる王子様が馬車からポン

と飛び降 りました。そして王子様はマ

リアンヌ号に乗 り移ると， 立 っ た ま

（５４ ）

まあた りのよ うすを見守っ て い ま し

た。王子様は今着ているあのかたそう

なまっ白いワイシャツがきっときらい

なのか もしれないとクリスは思いまし

た。というのは王子様が時々身体を も

そもそ動かすのが見えたからです。 ク

リスはよ く弟のエ リックに鳴らしてや

る指笛を吹きなが ら，あの王子様 も普

通の子供 と同 じなんだなと思 い ま し

た。

王様が話を始めました。 クリスは王

様をじっと見守ってい ました。ところ

が王様がすこし話 し始めた か と思 う．

と，どっとざわめきが起こりました。

海 につき出ているブームに王子様が必

死でしがみついているではありません

か。人々は息をのんで恐ろ しさのあま

りコチコチになっていて助けることさ

えできませんでした。偶然クリスがそ

のブームにいちばん近いところにいた

ので王子様が海に落ちないうちになん

とか しなければならないと考えて静か

に手す りに身体をよりかけました。進

んで行 くにつれて手すりがクリスのお

腹を掘 り抜いていくように感 じま し

た。 クリスは深呼吸をしてキッと身を

引きしめました。

王子様はあまりのこわさに身動きひ

とつできません。 クリスはどうしても

そこにのぼ ら客ければ王子様を助ける

ことができないのです。 しか しそれほ

ど強 くないぼうがこれ以上の重 さに耐

え られ るで しょうか。 クリスが王子様

のところまで行かないうちに真二っに

おれて しまわないでしょうか。

クリスは静かにゆっ くりと王子様の

どんなに くろ うを したかを属 うとぼ う

しを取 って「しまお うとす るなん て悪 い

け ど， で もや らな くちゃゴ ぼ くはど う

して もこれをかぶ って市場へ行 くのは

いやなル だ／」・

それか らポジ ョはや なぎの木 に頭 を

す りつ・けま した。 なん どもなん どもや

なぎの枝 にぼ う しのつ ばをす りつけ ま

した。つ ばは上や下 にうこいて とうと

・ うは じがやぶれてつ ばはび り
っ とさけ

て しまい ま した。 「つばをす りへ らし

てや ろう」 とポジ ョは言いま した。

で もペ ドロじい さんがやぶれ たふち

を見て，・は りがねめ小 さなわをまきつ

けたので， ぼ う しは もうこれ以上す り

切れませ んで した。夜 になって ぼ うし

がポジ ョの馬 ごやの くぎにか け られ る

とポジ ョ１はす るどい後足 のひづ めが ぼ

うしにとど くまでか らだをね じって く

ぎか らはず して しまいま した。 そ して

頭 の入 る所をふみ つけて穴 をあ けて し

まいま した。 で もその時ぼ う しは ポジ

ぐ／

畿 。 鰐

旛

譲

欝

溝

（５１ ）

１
ヨの足 にか らみつ いていたのでそれ を

はずすため に強 くけとばす と， ぼ うし

は足が とどか ない所にとん で行 って し

まい ま した。

「よ うし
， よ うし， お前のぼ う しが

おちたのでお前 はひろおうとしたんだ

ね。心配 す るん じゃないよ。 この穴 に

花を さしてあげよ う。そ うす りゃ穴 な

んかだれ も気 に しない さ。」 と次 の 日

の朝 ペ ドロじいさんが言 いま した。

その通 りにお じいさんはやっちゃっ

たん です。そ して ポジ ョは前 の方 に大

きな赤い花をつけた麦 わ らぼ うをかぶ

る事 にな って しまいま した。 ペ ドロ じ

いさんがか ごをつんでいる間 にポジ ョ

はぼ うしを くわえよ うと してつばを下

にさげよ うとしま した。 そ して頭 を上

下にはげ しく動 か した り，耳 をふ り動

か した り， くちび るを早 く動 か した り

してみま したが ポジ ョの とど く所 にぼ

うしは来て くれ ません。 どん なにはな

をな らしてみて も口を大 き くあけてみ

て もぼ う しは頭 とい っしょに動 くだけ

で した。

「おや
， はなで もかゆ いのかい」 と

い ってペ ドロじい さん はポジ ョのはな

をや さし くかいて くれ ま した。

「だめだ／ ど うした
ってだめだ！

ぼ くはこのぼ うしか らにげ られや しな

いんだ。他 の ロバたちの笑 い ものにな

って もがまん しな くちゃ」 とポジ ョは

ためい きをつ き， しょん ぼ．りと頭を た

れて市 場へ 出かけま した。

ほかの ロバた ちはいななきま した。

ロバの持主 たちは 自分 のロバたちがた

だ陽気 になってい るのだ と思 ったので



’

すが，実 は ロバたちは ポジ ョを もの笑

いに していた のです。

「ご らんよ
．／ あんなの見 た事 ある

かい ？ いったい こんな市 場で あんな

に ご》立派 な方 に何 が出来 るって い うん

だね ？ ホ ラ， ホ ラ／ ぼ う しをかぶ

った ロバ だと さ／ ど こかでサ ーカス

で もあ るのか な ？ ポジ ョは とんだ御

主人 を持 った ものだ．／」

ポジ ョは出来 るだ けみえ ない所 にい

よ うと思 って いま した けれ ど，他 の ロ

バたちが ペ ドロじい さん の悪 口を言 っ

てい るのを聞 くと頭 をあげて他 の ロバ

た ちの前 をど うどうと歩 きま した。 ポ

ジ ョは大 きな声 で こう言 い ま し た。

「ばか ものたちが！ 君 た ちは一入 だ

って 自分 の事 はか まわず に， ロバ に楽

をさせよ うと考えてい るご主人 を持 っ

て いや しないんだ。ぼ くをかわいが っ

て， ペ ドロじい さんが このぼ うしをか

ぶせ て くれ た事を とて もぼ くは ほこ り

に思 ってい るんだ．／」

そ して ポジ ョは足 をふみな ら し， ほ

こら しげにそ りかえ りま した。 その他

の ロバた ちは しずか になって ふ しぎそ

うに顔 を見合わせま した時，村長 さん

と，娘 さんが ロバた ちの所 にやって来

ま した。 その小 さな女 の子は ポジ ョを

一 目見 るとかけよって さけび ま した
。

「お父 さん
， この ロバ よ。 王様 のぎ ょ

うれつ に村 のお花 を とどけ るのは， こ

のぼ う しをかぶ った ロバがいい と思 う

わ。 そう しま しょうよ。」

村 長 さん はニコニコ し て 「そ う だ

ね。持主 がぼ う しをかぶせ るほ どかわ

いが ってい るのだか ら， きっ とすば ら

しい ロバなのだろ う。 ぼ う しを かぶ っ

た ロバを見 るのは本 当 に久 しぶ りの事

だ。ず っ と昔 の事 だが，良 いか いぬ し

は動物 たちを太陽か らこん なふ うに し

てや った ものだった。 この ロバ のよ う

にね 。」 と言 いま した。

それか らポジ ョとペ ドロじい さんは

村 の花 か ごを持 って王様 のぎ ょうれつ

に行 きま した。 ポジ ョは ど うど うとあ

るいたのでぼ うしに さ した花が ま るで

お じぎをす るよ うにゆれてい ま した。

波 止 場 に て

ク リス トフ ァー （ク リス） ・ウ 土

バ ー少年 は， ノール ウエ ーの小 さな港

町 の通 りを重 そ うな帆を引 きず りなが

らとぼ とぼ と歩 いていま した。 これか

らその帆を キャプテ ン ・フォス ターの

修理屋 へ持 ってい くのです。 ク リスは

「マ リアンヌ号」 とい う王立 の海軍士

官学校 で訓 練用 に使われ てい る船 か ら・

帆 をはず して きて破 れて いるところを

（５２ ）

マ デ ラ イ ソ ・エ カ ー ド

なお して またと りつ けるのです。

修理屋 に近 づ くとク リス は帆 を ぐっ

と引き寄 せ，・雨風 に うたれてぼ ろにな

って いる戸 をあけて中に入 りま した。

「あの士官学校 の生徒達 が またお ま

えをか らか って いるとい う話 じゃが…

…
。 ま あ気 にか けん ほ うが いい……」

とキ ャプ テン ・フォス ターが言 いま し

た。 そ してひたいにたれて いる臼髪 を

手で押 し上げながらこうつけ加えまし

た。 「おまえだって，きっとお父さん

のように勇かんな人になれるんだ。」

クリスは仕事台に向うと破れた帆を

ていねいにつ くろいはじめました。ひ

と針ひと針いっ しょうけんめいにぬい

なが らクリスはお父さんのことを考え

ました。 クリスがまだ１１才の時，船長

だったお父さんは船乗 りとしてその勇

気をたたえられ王様に勲章をいただい

たのです。 クリスはその時王様がお父

さんの胸に勲章をつけながら言った言

葉を今でもはっきりおぼえ て い ま し

た。王様はこう言 ったのです。 「七つ

の海を航海 してきた人の中で，あなた

ほど勇かんな人ははじめてです」と。

クリスのこの世でいちばん大きな望

みはお父 さんのような船乗 りになるこ

とでした。 しか しある日お父さんが航

海の途中，亡 くなったのでクリスは船

乗 りになる夢をすてなければな りませ

んでした。キャプテン ・フォスター修

理屋で働きなが ら弟や妹のあんどうを

見 るのが ク リスの仕事で した。

た くま しい腕 に， さけた帆をかかえ

た男 が大 またで店 に入 って きま した。

そ して クリスを見かけると こ う言 い

ま した。 「君 はウェバ ーさんの息子 さ

ん じゃないか ね ？」「はい， そうです」

と クリスはほこ らしげに返事 を しま し

た。 「ウェバー さんは， 国中 で い ち
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クリフの養父 は ドあいつは， おれが こごに来 て以来，なに

一つ話 を しなかった」 と荒 ４ しく言 いま した。

エバ ンズ夫人 はス トーブの後 になべ をおいて，エ プロンを

はず し始 めま した。 「まあ待 ちなさい，町へ行 く前 に朝 食を

食 べなけれ ばな らない， とにか く今 となっては何 も出来 ない

のだ し， もしクリフが そのように無 口でなか った ら，気分 の

悪 いことを話 したはずだ 。」 と彼女 の夫はが みがみいいま し

た。

おまえは，取るに足らない人間だ

放課後，私は職員室に座って， 目の前に開かれている記録

を悲 しい気持ちで眺めていました。私はその記録をつけ，学

校新聞にその死亡記事を書かなければなりませんでした。 し

か しその記録にはほとんど何 も記入されていないので，記事

の書きようがありませんでした。 クリフ ・エバンズは養父と

５人の腹違いの兄弟 ・姉妹たちに正式に縁組されていません

で した。提出するものといえば，不充分なその記録と悪い成

績表 しかありませんでした。

クリフ ・エバンズは，朝学校の ドアか ら静かに入 っ て き

て， 夕方には静かにその ドアから出て い く， そんな子でし

た。 どのクラブにも属さず，ゲームにも加わらず， どんな責

任 も決 して受けませんでした。私の知る限 りでは，彼は楽 し

いこと元気な子がやるようなことは少 しもしませんでした。

まった く他の子 とちがっていました。

何が原因で，少年を無気力にして しまったのでしょうか。

小学校の記録を見てみました。一学年と二学年の先生の評価

は 「やさしい，はにかみ屋」 「内気だが熱心である」と記 さ

れていました。その後三学年目の記録か ら評価はめだって変

りました。ある先生がはっきりと，強い調子で 「クリフは話

さない。非協力的である。のろまな子である」と書いていま

した。他の先生 も自分であまり考えないで 「愚鈍」 「気転が

きかない」 「知能指数が低い」子であると記 していました。

それが事実になってしまったのです。少年の中学三年の時の

知能指数は８３と記されていましたが，小学校三年における知

能指数は １０６でした。そして中学一年の時に１００以下になっ

たのです。恥ずかしがり屋で，内気でやさしい子供でさえも

快活な心はもっているものです。そ の心は少 しの間でうち く

だかれるようなものではありません。

私は足音をたててタイプライターのところに行き，クリフ

・エバンズ少年にとって教育がどんな影響を与えたかについ

て残酷な報告を書きました。そして校長先生の机の上にその

写 しを一枚音をたてて置き， もう一枚は使い古 しだファイル

にとじました。私は ドアをばたんと閉めましたが，一向に良

い気持になりませんでした。一人の少年のおもかげは私の脳

裏から去りませんでした。その少年はやつれ，青白い顔をし

て，色 あせたズボンをはき，やせこけていました。そして大

きな目は何かを求め訴えるように見えた瞬間，す ぐに閉 じら

れるので したＱ 鳥

その少年がゲームに誘われず仲間はずれになって うわさを

され，何をやるにも一番後であったことが容易に想像されま

した。私は 「クリフ ・エバンズ，お前はのろまだ，お前はの

ろまだ。お前は役にたたない」 と言 う顔や声を何回も見聞き

したことを思い出しましたげ

決意と挑戦

子供は信 じ易いものです。クリフは疑いもな く自分がのろ

まで，役に立たないものであると信 じま した。私はこのこと

をはっきり知 りました。 クリフちエバンズは自分に残された

ものが何 もな くなって しまった時に雪の吹き溜 りの上に倒れ

て死んだのです。医者はその死の原因として 「心臓障害」と

記 したか もしれませんが，死の原因についての私の考えは変

り’ませんで した。

私たちは，葬式に出席するほど彼 と親 しかった子供を学校

中で１０人 と探すことが出来ませんでした。ですか らクラス委

員たちや高校二年生のクラスか ら委員会がグループとして，

いんぎんに悲 しそうにして教会へ行きました。私は彼 らと一

緒にそのお葬式に出席 して座っている時に胸の中に冷たい一

かたまりの鉛があるかのように感 じました。そ して心の中に

大きな決意が出てきました。

私はクリフ ・エバンズやその時の決意を決 して忘れません

でした。 クリフを思い出すことは来る年 も来る年も，クラス

が変 るごとに私のはげみになりました。私は毎年知らない顔

ぶれを見て列の前か ら後まで注意深 く見廻 します。そ して他

の世界に行っているような顔を して座 っている子や，ヴェー

ルで覆われたような目を した子を探 します。 「皆 さん，今年

私は何をしな くともただこのことを します。みなさんのだれ
一人 として自分が取るに足 らないものであると感 じないよう

にしたいのです。私はどんな時にも最後まで頑張って，社会

や学校でそのことのために努力 します。そしてこのクラスか

らは自分が無に等 しいものだと考える人が一人 もでないよう

にします」 と言います。

必 らずではありませんが，ほとんどの場合，私はそれをし

てきました。

一人一人 に権利を与 えなさい

　ン

当然の機会を一人一人に与えるという原則は私たちの生活

にどう適用できることでしょうか。二，三の方法を考えてみ

ましょう。

比較 もし私が親であったら，子供たちが皆，多 くの面で

同じであって も，一人一人が特色のある人格をもっていると

いうことを憶えているでしようか。最近一人の学生が両親は

化学の分野で国家的権威者である兄さんの輝かしい成功にっ

いてばか り言 うとこぼ していました。その弟の方は兄と同じ

才能に恵まれていませんで した。 しか し彼は他の才能をもっ

ていますＱ もし両親がそれ らの才能を見出．した り達成するよ

１９争
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うに助けて，有名であるなしにかかわらず，彼を公平に正 し

く受け入れたなら， どんな助けとなることで しょう。人は自

分の能力の最善をつ くすことにこそ，価値があるのではない

でしようか。

神の子供 として受 け入 れる

世 の中 で人 々は時 々地位 とか，身分によ って受け入 れ られ

た り，拒 否 された りします。

あ る時，私 は．友人 と彼 の車 に乗 って集会 にい きま した。 集

会後，彼 は教会 のある有名 な人 に封筒を渡 さな ければな らな

い と言．いま した。 「彼 にその封筒を渡す のにち ょっと時間が

かか りますが，待 って くれ ますか」 といいま した。

「もちろん
， いいです よ」 と私は答え ま した。

それは冬 の寒 い晩 で，車 の鍵 を もって いって し ま っ た の

で， エ ンジ ンをか けることが出来な くて， ヒーターが入 りま

せんで した。

５分 たち，３０分 たち， １時間 たち……ついに １時間半 たち

ま した。

友人が戻 って きて 「さあ，行 きま し ょう」 といいま した。

私 は昔か ら彼を知 ってい ました し，私 たちは良 い友 だちで

したか ら，遠慮な く何 で も話す ことがで きま した。

「誤解 しないでほ しいですが
，一 つ尋 ねたいことが あるん

です よ， それは私 に とって大切 なこ となんです」 といいま し

た。

「もち ろん
，結構 ですよ，質 問 とは何 んですか」

と彼が いいま した。

「も し
，一あなたがその封筒 を渡 してい る問，教会の重要 な

も

責任を もってい る人 を車 の中に待 たせ ていたと した ら， あな

た は １時間半 もの間 ここに座 らせ てその人 を待 たせ るで しよ

うか」 と尋 ねま した。

あらゆ る入 は天 のお父様 に とって大切 であ ります。

救い主は次のよ うに語 られています。

「二羽のすずめは一アサ リオ ンで売 られ てい る で は な い

か。 しか もあなたがたの父 の許 しがなけれ ば， その一羽 も地

に落ち ることはない。 ……それ だか ら，恐れ ることはない，

あなたがたは 多 くの すずめよ りも， ま さった ものであ る。」

（マタ／ｆ１０：２９，３１）

さらに １

「あなたがたはど う思 うか
。 ある人 に百匹の羊が あ り， そ

の中の一匹 が迷 い出たとすれ ば，９９匹を山 に残 しておいて，

その迷 い出てい る羊 を捜 しに出か けないで あろうか。 そのよ

うに，これ らの小 さい者のひ と りが滅 び るこ とは，天 にいます

あなたが たの父 のみ こころで はない。」 （マ タイ１８：１２， １４）

主 の関心 と，祝福 と，愛は，すべての人 のためにあ るもの

なのです。

＊ 「雪 の中 の子」 ジーン ・Ｅ ・マイザ ー

ＮａｔｉｏｎａｌＥｄｕｃａｔｉｏｎ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ＪｏｕｒｎａｌＶｏｌ．５３，

Ｎｏｖｅｍｂｅｒ，１９６４

この物語 は， １９６４年度 の １，０００ドル教員懸賞論文 コンテス

トで一位に選ばれた もので，実際 にあった話 であ りますが，

名前や場所 は許可を得て変えてお ります。
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３ 月 の 聖 句

大人日曜学校

永遠 の命 とは，唯一 の， まことの神で います あなた と，

また， あなたがつかわされ たイエス ・キ リス トとを知 る

ことであ ります。

（ヨハ ネ １７：３）

子供日曜学校

イ エスは言 われた 「もしあなたが私 を愛す るな らば， わ

た しのいま しめを守 るべ きであ る。」

（ヨ ハ ネ １４ ：１５）

１９６
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小 さ な 事 が 大 切 で す

ル イ ス Ｗ ． マ ドセ ン

ミケランジェロは，大きな立像を完成するのにどうしてそ

れほど時間を費すのか不思議がる友人に 「小事は完成につな

がるが，完成すなわち小事ではない」と答えました。

顔の表情を和 らげ，手足の筋肉をつけ，唇に表情をつける

事から，美と尊厳 さを永遠に失わない傑作が生ま れ る の で

す。

私たちの人生における小事，大事，あるいは，ささいな言

動がどのように人生に影響 し，他人が私たちに対 して持って

いる印象を変えるかまった くわかりません。天父は，私たち

が完成をめざす時に，大事同様に小事をよく果 し，意義を見

出し完成へ と向 うようにして下さるのです。

どんな小さな事で も私たちの人格を造りあげているものは

大切なのです。不完全なところがあれば美しい作品の価値は

ず っとさがります。交響楽の不協和音，絵画の筆つかいのま

ずさ， コーラスの中の耳ざわりな声，周囲にそ ぐわないけば

けばしい色，それらすべては小さな事ですが，そのために美

は汚されているのです。同様に，人格に欠点があると，その

人の将来はずっとせばめられてきます。見る人の目には小さ

な事 も大きく見えます。たとえめったにや らないことでもち

ょっとした無作法によって，他人の評価は下が るものです。

パーティーでのホステスがたった一度人に不快感 を 与 え た

り，変わったことを しようとか予期 しない客のためにも用意

しておこうとしてこりすぎるとパーティーの魅力も半減 して

しまいます。非常時において も平穏無事な時と同様の変 らぬ

優雅な態度は女性の特性です。

美 しい容姿もちょっとした事で台無 しになるものです。』自

分の与える印象を考えずに，時間がかかるからと言って身繕

いを怠 りがちになり，それがみじあな気持の原因となってい

る事に無とん着な人がよくいます。 どんな場合にも，出来る

範囲内で身なりをきちんとしておくことは大切な こ と な の

に，それはとか くむだだと考えられがちです。

しかる時に大声でどなったり，おこったような顔，身ぶ り

をすると，子供は後悔の気持をなくしてしまいます。ばかな

事をして しまうと，その印象が後 々まで残 るものです。

近ごろの様ないわゆる 「気ままな」生活には，親切心やこ

まかい事への心づかい，美 しい人生を送 り好ま しい行動を、と

る様に心がけることが本当に大切になって来ます。 これらは

小さな事か もしれませんが，私たちが完成へ近づ く助けとな

ります。感受性は大いにほめ，求めるべきものです。それは

人がどの様に考え，行動 し，感 じるかを知る手だてです。大

切なのは自身をその知識に合わせ ることです。この性質を身

につけている人は人 と協調 し，人に自信をつけ，そして個性

を尊重することが出来ます。感受性は大切な 「小さな事」の

一つなのです。

主は 「小さな事」で私たちを裁かれるのです。主は信仰深

いしもべに言われました。 「……あなたはわずかなものに忠

実であったか ら，多 くのものを管理させよう。主人と一緒に

喜んでくれ」 （マタイ２５：２１）私たちは小さな事を大切にす

ることによって私たち自身を高め，人を も喜ばせるのです。、

１９τ
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祈 る 人 の 肖 像

デ ニ ス ド レ イ ク

祈 りは対話である。ひとりごとではない。それは人とその永遠の導き手 との間に霊的な

通路を開 く。マッケィ大管長は，祈 りは 「魂の呼びかけであ り……語 ることは単なる言葉

ではな く心のひびきである」といっている。

祈 りは我々の進歩を予言する。 もしそれが我々が為そうとすることの真の青写真である

ならば，我々はそこに最善の道を見るであろう。

祈 りは深い思想を形づ くり，そしてさらに深い思想をつ くる。それは聡明さへの鍵の一

部である。予言者ジョセブはモロナィに教えられた， 「汝祈 りを忘 るな。そは汝の心強 く

ならんたあなり」

祈 りは信仰を必要とし，また信仰を築きあげるものである。そして我々個々人に感謝と

謙遜と希望の感情を経験させる。

祈 りは生活の負担を他と分かちあうことによって現世の重荷からの救いを与える。それ

は我々を強 くするための処方箋であり，不必要な心配や不安の解毒剤であり，さらに大き

く霊的努力をするためのなかだちとなるものである。

祈 りは人が自身を正直に分析するようにしむける。祈 りは自分を現実的に正 しく評衛す
　

る能力を授ける。それは隣人や事務所の仲間や学校での同級生と比較 してではなく，自分

自身，自分特有の 「タレン ト」 とそれらを使 うことによってのみはか りうる個人として，

人生の競走をいかに走っているかによって評価 されるのである。

祈 りは神の実在を教え，真に認めさせる。それは信仰の証であり，日々の自叙 伝 で あ

り， 自画像である。

祈 りは疑いを解 きほ ぐし，恐れを取 り除き永遠の真理を教え，導き，振い立たせること

ができる。

神はほんとうに死にたもうたのか神にたずねよ。

１９８
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を傾けようとしなさい一 明日ではな く，今から一時間後でも耳

なく，舶 の朝でもなく，いまからです。夜中１こ訪れる人は，

何かよりよいことをした くて来るのではありません。助けてもらい

たい時に，だれもそれを後廻しにされたいとは思いません。 もしそ

ういう人を後廻しにすれば，その時から始まるお互いの交流の機会

は減って しまいます。重要な人の序列の最後に自分が位するのだと

はだれも思いた くありません。洗濯屋 とか会合に行 くこととか，あ

るいは眠りにつ くことなどよりは自分のことをもつと大切にとりあ

げてほしいとだれでも思 っています。 「あとで」 とか 「ヒマかあっ

たら」というような言棄はすべての親 と監督の用語集か ら取り除か

なければなりません。

「重要なことですか？」とか 「長 くかか りますか ？」というよう

なことは決してたずねてはいけません。今まで私の監督が，話をす

るときに始めにそういう質問をしないで聞いて くれたとは思いませ

ん。 もちろんその問題は重要にきまっています。少な くともその人

にとっては重要です。そうでなければ尋ねた りするわけがないでし

ょう。何か心配だからなので しょう。たとえその人が正しくても正

・魁

鴛

勢
６ 臨
．門

心 メー笥



「

しくなくでも，悩みを持つ人にとっでは，そんなことは問題ではあ

りません。彼はなお心配せずにはいられないのですから。若い人に

とって重要なことなら，あなたにとっても重要なものと して 下 さ

い，たとえそれが１０分かかろうとも３時間かかろうとも。途中で止

めてはいけません。後にも先にも行けなくなります。

話を聴 くときには真剣に聴いて下さい。夕食をとらなければなら

ない．とか，あるいは何か他の用事があるとかいうようなことを考え ．．

ながら聞いてはいけません。あなたがほんとうに関心をもっている

のか，あるいはただ 「面倒なことをしている」だけなのか一 つま

り機械を扱っているだけなのかを子供は識別することができるので

す。

麻薬から離れることは世界でもっとも困難なことの一つであるこ

こを，どうぞ理解するように努めて ください。子供たちに麻薬につ

いて語る時にはそれを彼らに卒直に言って下さい。あなたはマ リフ

ァナにふけるようになるだろうなどと言わないで ください。

マリファナにふけるはずがないとあなたが知っている彼らが，そ

の言葉を聞けば心を閉ざすだけです。

しかし，．私はそれが麻薬中毒と同じだと思います。それは人をヘ

ロイン常用者にはしないでしょうが，不法な手段を教え，悪い仲間

と交わらせ，証をなくさせ，以前にはそんなことをするだろうとは

決して考えられなかったようなことをするようにまで人を堕落させ

るでしょう。それは友人を失うもととなり，さらに何かをやろうと

する意欲をも失わせることになります。なぜならば，自分ぽ愛 され

るに値しないと思うので，たとえ愛 されていても，その愛を素直に

受け入れたり信じたりすることができないからです。そしてまるで

自分一人だけのよう．に思うのです。

大人は自分の若い時の経験から子供にもそれをあじあわせまいど

してはなりません。そのことに直面する前に敢然 と立ち向ってみな

ければなりません。するとそれは子供たちのためにもなります。

最初から道徳的な問題 としておしつけず，すべて論理的に悪い点

だけを指摘して下さい。子供たちに，彼 らを愛 していることをおし

え，．たとえどうあろうともその愛がいつまでも変 らないということ

をおしえて下さい。 さらに彼 らが幸福になることを望んで い る こ

と，幸福になれることを知．っているということをおしえて下さい。

彼らに過去の失敗を思い出させてはなりません。そんなことは充分

承知しているからです。

子供たちに希望があることをわからせて下さい。彼 らほすでにそ

の道をさぐっ．ています６そしてもし大人が望みのないような態度を

とったら，彼 らはもっとよいことをしようと振い立つことができな

いでしょう。

しばしば証を表わして下 さい。神を実在の御方 と考えているその

証を実際に示 して下さい。

子供たちのことを心にかけていることを示 して下さい。だれも彼

らを心にかけていることを示 さなければ，神がいかに彼 らを心にか

けてお．りたもうかを想像させるのは困難です。神は非常に親切で愛

情ある方にちがいないと私が信 じることのできた一つの理由は，多

くの教会員が私に示す大きな愛を見ることができたとい う こ とで

す。そして私は完全である神から与えられる愛がいかにすば らしい

ものかを想像 したのです。’もちろんそこにはもっと多 くの理由があ

りますが，それは大きなものでした。

祈りに対 してはじめから奇跡的な答を期待せずに忍耐つよ く待っ

て下さい。そうすれば答えは得 られるで しょう。 しか しなお，当面

の問題がある場合には，・「今助けて ください」と言うことができる

こ．と，そして助けが与えられるということを知って下さい。

私がヒッピーやヒッピーになりそうな人たちと，正 しいことをす

ることによって得 られる平安 と幸福を共に経験できさえした ら，祈

烈

臨 瓢 ＿

も

りが答えられで，たとえそれが イヱズであろうとノーであろうと，

神は私たちのことを十分心にかけておられることを知ることができ

たでしょうに。

麻薬は知恵の言葉に反するものです。このことははっきりと言わ

れておりません。私の友だちは，天父が教義と聖約の中で，マ リフ

ァナやヘロインなどといったものがよいものだとは言ってないのだ

から，それはやはりよくないと断言するめです。

酒はビールよりましだという人々はまちがっています。しか しな

がら私たちはビールが悪 くないとも思いません。でもそれが飲まな

い理由でしょか。

幸福とは何が正 しいかを知 ってそれを行なうことです。それをし

なければならないからではなくて，それをしたいからす る こ とで

す。 自己に従って生 きることはもっともむずかしいことです。他人

のことを気にかけないことは容易なことですが，しかしそういう態

度はその人を幸福にする．ものではありません。おそかれ早かれ自分

が最善を尽したかどうかは，はっきりわかることですから，その時

になって悲 しく思うことで しょう。

愛のある家族と，強い証と，よい友だちをもち，そして福音の原則

に従わないためにもたらされる悲惨を経験することのなかった子供

たちは感謝すべきです。あなたは非常に恵まれていますが，しかし

あなた自身の強 さにあまりたよりすぎて，，助けを必要としている友

入 への援助をいとうようになってはい毎ません。．彼 らもまたそれぞ

れに才能．と強 さや弱 さをもった私たち多零父の子供たちなのです。

彼 らの強 さを見つけ出．し，弱さを克服するように助けてあげて下さ

い。そうすればあなたの喜びは大きな．ものとなるで しょう。（「汝 ら

改宗したちば，汝 らの兄弟を強めよ。」）

若い人々はある朝 目をさましτ突無 「ζッピーになろう」などと

思 ったりしません。最初はいっし三ようけんめい助けて下さいとお願

いしているのです。私が髪を伸ばしはじあ，鈴をつけ，サンダルを

はき， ミニスカー トをはいて教会に行きはじめたときには，私はた

だだれかが私を抱いてくれて，私が大切な人間であって，注目を引

くためにヒッピーなどになる必要はないめだよと言って くれること

だけを望んでいました。

冗談だと思わないで下さい。笑われるのはだれだっていやです。

彼 らはまちがっているとか，友だちがまちがっているとか言っては

いけません。む しろ彼 らを愛 しているか ら彼 らにとってもっとよい

道を知 っていると言 って下さい。反抗心は傷つけられると とか ら生

じるのです。彼 らはそんなことを言われたってび くともするものか・

と言おうとします。 「拒まれるまえに，．こっちでおさらば ごめ ん

だ」と思います。

ヒッピー族 も私たちと同じ願いや望みや感情をもった人々です渉

彼 らを愛 して下さい。彼 らのことを心にかけて下さい。語りかける

ことによって，そして必要としているときにそこにいてやることに

よって，彼 らを心にかけていることを示して下さい。あまり忙 しす

ぎてはいけません。彼 らの過去のあやまちを思い出させではなりま

せん。彼 らの将来に確信をもっていることを示して下さい。彼 らを

個々の人格として認φ，彼 らとの交際を求めて下さい。彼 らがいっ

も助けを求めて くるようにさせてはなりません。彼らが神の息子，．

娘であるととを，神は彼 らが成功し幸福になるζとを望んでおられ，

るということを思い出させて下さい。

．綱



「みにくいあひるの子」の場面より（左），

ＢＹＵの学生 （立っている）が訓練所の生徒

（車椅子にのっている）を助けている。

茜ダ
に

終 ら さ ず

ドナ グ レゴ リー

い人々はみな人生の目的を求あています。彼 らはほとん
若
ど，役 に立つ こと，奉仕す ること，必要 とされ ることを

望 んでいます。 アメ リカ合衆 国ユ タ州に住 むあ る 学 生 た ち

は，最近 さが し求 めて いた ものを見つけ ました。彼 らの努力

によって，精神障害者 に抱 く人 々の恐 れ と疑惑 がほ ぐれは じ

あま した。

２年前， いつれ も人生 の目標を さが していた ２人 の若 い人

が， ユ タ州 のアメ リカ ンフォークに ある精 神障害児 のための

ユ タ州立訓練所 を訪間す るようすすめ られま した。 ラ リー ・

パー クス とダステ ィン ・カーシーがそ こで見つけた ものは，

そ この子供 たちが正常 な子供 と同 じよ うに，愛 されたい とい

う基本的 な欲求 を もって いたことで した。 ただ違 っていたの

は彼 らが キ リス トのよ うなす ば らしい愛を示す方法 を一人一

人 みな知 っていたことです。 彼 らは敵を知 りません で し た

が，友 だちは非 常 に少 ししかい ませんで した。

ラリーやダステ ィーと少年た ちはす ぐに仲良 くな り ま し

た。彼 らは二人共 その学校でＭ ＩＡの役員に任命 されて， 日

曜 の午後 をそこで過 ご しま した。

これ らの少年 たちが学ぶ ことを どんなに強 く望 ん で い る

２０１
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特異児童週間の演奏会で独唱者

が歌 っているところ。

、

左 か ら ダ ス テ ィ ン 戸カ ー シ ー と ラ リー ・パ ー ク ス， キ ャロル ・ア ン ・シ ャス タ ー

か， また どんなに大 きな希望をいだいてい るかが二人 にはす

ぐ．にわか りま した。 ダステ ィーとラ リーは教師の資格は もっ

ていませんで したが， 自分 たちの知識を彼 らに分 け与えま し

た。美 しい歌声 を もつ者，す ぐれ た リズ ム感覚を もつ者， じ

ょうずに読 む者 などがいて， しか も彼 らはみなすば らしいユ

ーモアのセンスを もってい ることを知 って二人 は 驚 き ま し

た。彼 らには才能 があ る／彼 らはハンデ ィ ヤップを負 ってい

るにもかかわ らず， 立派 にやっているのです。 ヒュー ・Ｂ ・

ブ ラウ ン副管長は最近，その訓練所の会堂 の献堂式 において，

次 のよ うに強調 しま した。 「私 は男 の人 で も女 の人で も， あ

る面 において私よ りす ぐれた ものを もたない人 に会 ったこと

が あ りませ ん」

車椅子 に しば りつ け られた ある元気 な少 年はいつか彼 らが

劇 をや るこ とがで きない だろうか とたずねま した。 この質問

は ダステ ィーにとっ｝こか な り大 きな問題 とな りま した。 とい．

うのは，劇 に参加 したいと思 って いるこれ らの少年 たちはほ

とん どが車椅子 を使 って お り， しか も中 にはうま く話 せない

者 もいたか らです。 しか しなが ら彼 らはみ な理 解す ることが

で きて，彼 らの世界 とはちが った普通 の世界 に生 きてい る人

た ちに彼 らの ものを与 え， そ して受 け入れ られ ることを望ん

でい ま した。 ダステ ィー とラリーは他 の人 々に もこれ らの子

供 たちを紹介 したい とい う夢 を抱 きま した。彼 の才能，愛，

感謝 の気持 ちな どを他 の人 々に見せ るのは， スプー ンを使 っ

て 山を動かすの と同 じ くらいむずか しい ことです。

しば らくたった，あ る午後，タマ ラ ・フォウラーとい うブ リ

ガム ・ヤ ング大学 の演劇部に所 属す る女性 の部員 は，実験劇

場 でその訓練所 の子供た ちを出演 させて 「みに くいあひ るの

子」 を上演 して はどうか と提案 しま した。

ダステ ィーとタマラは，・ＢＹＵ の学生を使 ってあ らか じめ

テープにセ リフを吹 き込 んでおき，子供た ちはその セ リフに

合 わせ て口を動かすだ けにす るとい うアイデアをお もいつき

ました。 さらに，車椅子に乗っている子供のために，ダステ

ィー，タマラ， ラリーその他の仲間たちが目立たないよ うに

黒い長い衣をきて （子供たちが明るい色の衣裳をつけて，よ

く注目されるようにして），舞台の場面に応 じてその劇 の ほ

んとうの 「スター」をのせた車椅子を動かすことに しま し

た。

劇が上演された日満員の観客は感動を受けました。

「みに くいあひるの子」の成功に伴 って，ブリガム・ヤン

グ大学で開かれる特異児童週間についてのアイデアが浮かん

できました。

教会に改宗した才能あるユダヤ人，キ ヤロル ・アン ・シ ヤ

スターも，彼女の人生の意義を見つけようと努力 していまし

た。彼女はニューヨーク市で職業看護婦 としての経歴をもっ

ていました。彼女はその仕事が自分にあわないζとを知って

演説，演劇科専攻生としてＢＹＵにやってきたのです。

しかし，その道をも断念 しようかと迷い始めた時に，、彼女

はダスティや ラリーやハンディキヤップのために伸びる道を

はばまれている子供たちとあいました。

彼女はもて る才能をすべての方面に集中して，特異児童週

間のための演奏会を指導 しました。その演奏会はユタ州全域

の約 １７５人の精神障害児童か らなり，子供の合唱団，独唱歌

手，楽隊などで構成されていました。

その演奏が終 ると，観客席にいた人々は舞台裏にお しよせ

てきて，その元気な少年たちにお祝いのことばをのべました。

それはあわれみか ら出たのではなく，精神障害児の新 しい明

るい面を見せてもらったという心からの感謝の気持か ら出た

ことばで した。

いっしょうけんめいに努力したわずかな人々によって初め

の夢が今は現実になったのです。

２０２



新 し い 記 録 提 出 の 方 法

回 回
系 図

も

ける者 と死せる者の救いに関する予言者ジョセブ ・スミ生

スの予言的な言葉がこの雑誌にのせ られた多 くのレッス

ンの中で， くり返 し強調 されてきた。実に予言者 の 時 代．か

ら，特にその晩年の１０年間に，この重要な業がとくに強調され

続けてきた。この業はたえず進展 しているが現在聖徒を主の

業にさらに献身させ，霊性を高めるよう目覚めさせる必要が

ある。人がその血縁の死者の救いのために働 くのは大いなる

特権ではないだろうか。 この業は，我々の家族だけでなく，

隣人に対する愛と信仰を再燃 させて くれる。

系図協会は，神殿の儀式を活発化 し，先祖に代って神聖な

責任をすべて果たす聖徒を助けるというはっきりした目的の

もとに，７５年前に組織 された。協会の仕事は日に日に進み｝㌧

現在では神殿記録索引局に，完了 した神殿儀式の記録カード

が ３，６００，０００以上 もあり，シーリングを行なったファミリー

グループの記録が６００，０００そして数万の名前が，将来役立っ

よう協会によ り保存されている。

この仕事が進み，神殿 も増えて来ているので，聖徒は，探

求について一層の責任を負 うようになる。キリス トの群につ

どおうとすべての国から集まっで来る教会の会員は，，新 しく

みいだした信仰を通 じて先祖の救いを手伝おうとする新たな

希望に目覚めている。

２０３

」



教会の会員の増加に伴い，高まってくる必要に即 して，新

しい方法が考え出されねばならな くな って い る。系図協会

は，大管長会の指示の下で，この業を簡易化するために何年

もの間，案を練 り，それを発展 させてきた。教会の会員に必

要な情報をもっと迅速に役立たせる効果的な方法を見つける

ことが大いに必要になってきた。

・教会指導者の指導による長年の研究と考察の後に，一つの

システムが開発された。これは，血縁の死者の代 りに神殿の

購式をとり行なうための名前の提出を，もっと容易にできる

ようにするものである。

「記録提出の手引」 と題 された指導書が，ステーキ部や伝道

部に向けて出されようとしている。これには，その方法が記

され，全教会員が，１９６９年１０月 １日に始められ る新 しい方法

をどう用いるべきかについて詳細に説明がなされている。

１９６８年１０月 ３日総大会前のわずかな時間に行なわれた会で

系図協会の副会長であるセオ ドア Ｍ．バー トン長老は 十 二

使徒の地区代表に向かい，この新 しいプログラムについて注

意深 く説明した。この計画は，神殿の儀式のために 「個人の」

名前を提出することを可能にする計画である。バー トン長老

が説明するところでは，この新 しい計画によれば，家族の全

員が集められるまで待たねばならなかったこれまでのや り方

に代 り，両親に対 して各人が個々にシーリングできることを

含めて，神殿の儀式が個人的に行なうことができるというこ

とである。彼は我々がこの新 しい方法をどのように用いるか

についてこまごまと述べて長所を説明した。

ここにバー トン長老の話を簡単に要約 して掲げる。

彼は，７５年前に系図協会が組織 されて以来の歴史をふりか

えってみた。そして，絵 やチ ヤー トを用いて，そ：の偉大な発

展ぶ りを示 した。系図探求が非常に進展 したので，よ り早 ぐ

よ り容易な記録処理の方法を考えなくてはならなかったこと

を指摘 した。また， このことは， もし教会が，死者の救いに

っいて主によって命じられた神聖な義務を遂行 しようとする

ならばぜひとも必要であると強調 した。

教会が組織されて以来，主はいつも，主の王国を心に留め

ておられ る。地上に予言者ジョセフ ・スミスの手で教会が組

織されて以来，主は，物事を行なう新たな方法を発展 させよ

うとして，・主のみたまによる手助けを増 し加えてこられた。

これらの発展は，教会の急速な成長にともなっている。教会

が数を増 し必要が高まるにつれて，主のみたまはこの世を動

か し，旅行，伝達，出版の新 しい考えが，発展 して行った。

教会の初期の発展時代から，主はこの世により多 くの霊感と

光を下 したもうたので，汽船， 自動車，鉄道，飛行機，タイ

プライター， ラジオ，テンビジ ョンや現代のエレクトロエク

２０４

スが利用されるにいたったのである。．世の久々はこのことを

理解 していないが，主の教会の成長に思いを寄せるとき，我

々は，主ゐ塑 徒たちにお与えになった業，特に救いに重要な

業を遂行する聖徒のために十分な光 と真理をいかにして備え

られるかを理解できる。

今や，新 しい計画が，小冊子のかたちで出されているので，
ぷ

神殿儀式のために提出する名前が もっζ増えるよう期待 され

ている。今から１９６９年 ７月 １日までの間に，いかなる地にお

ける蟹 も詐 成 しかけている７・ミ㌃ グループシー トを

完成 していただ きたい。完成 した 雫れ らのシー ト嬢 整 理の

ために系図協会 に提 出され る。 １９６９年 ７月’１日以後は， 協会

は旧方式によ るファ ミリー ・グループ シー トを受 け つ け な

い。 これは，協 会で働 く人 々にたまった仕事 をすべて整理す

る時間 と，儀式を完遂す るために神殿 に名前 を送 る時間を与

えるためで ある。 ファイル整理 を行 な うため，協会 は ７月 １

日か ら１０月 １日まで，いかな る記録 を も受 けつけない。

こうして，１０月 の初旬か ら，協会は，新 しい個入 の記入 フ

ォームを受 けつ ける。で きるだ け多 くの記録 を， この記入 フ

ォー ムの新 しい計画 の下で提出 していただ きたい。’今我 々が

知 ってい るフ ァミリー ・グル ープ レコー ド激， いずれにせよ

変更 されな、㌔ しか しなが ら，それは，舶 な鶉 の下での
　べ

み各名前と全家族名の提出のためには受入れ られる。例えば

個人を一つの記録から識別できない場合や１複数の記録の出

所によ り身元を確かなものとすることが必要な場合に組み合

わせて情報を得 るのに用いられる時などである。』このような

場合ファミリー ・グループシー トは，いくつかの組み合わさ

れた記録の出所か ら情報を提出するために用いられる。

１９６９年１０月 １日からすべての仕事は， この 「ジ ヤイアン ト

方式」という新 しい計画に従って提出される。聖徒はこの方

式が簡単で，容易であることを知るであろう。 これは，人々

に探求の熟練家になることを要求 しないがほとんどだれもが

記録の出所まで行 く機会を持つことになる。これらの記録の

出所から，家族構成員の情報が１記録の出所にある典籍にあ

らわれた通 りに，個人 フォームに記入される。もしもこの情

報が一人の人間の身元を明らかにするのにラひとつの情報で

十分であるな らば，神殿の儀式１ま執行されることになる。

この方式に関 して， さらに情報が将来付け加え られるであ

ろう。この手引を読むと，聖徒たちはこめ手引がやさしく書

かれてあり使用 しやすいものであることに気がっ くで あ ろ

う。 これは，神殿の儀式のために名前を提出するのに，きわ ・

めて単純な方法を述べているのである。
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伝道部指 導者会 で何 が強調 され たか

毎年二回，伝道部長会は地方部長及び宣教師 ゾー ンリーダーと

ともに集まり伝道部長会が何 を考 え何 を望 んでいるか，また各支

部の会員 とたえず接触 している地方部長がどのような問題をかか

え， どのような解決 を望んでいるかな どについて，互いに話 あい

討論 を重ね る機会があ ります。 ２月 １～ ２日にかけて今年第一回

目の会が伝 道本部事務所で開かれま した。 この会で話 あわれたこ

とはいずれ も会貝一人一人 と直接関係 のある重要 なことばか りで

すが紙面のつこうでほ とん ど御紹介出来 ません。詳 し くは，．早晩

地方部長，支部長 を通 して伝わるこ と・と思 います。

ここでは，特 に強調 されたフェロシッピング活動，紹介制度に

よる伝道活動 及びニュースめいたもの を２～３記すことにとどめ

てお きます。

（１）紹介制度 による伝道活動

このことの重要性 は過去 に幾度か強調 されましたがほ とん ど成

功 してお りませんので， このたびもまたかのひとことで終 る恐れ

があ ります。 しかしそのようにならぬよう再度チャレンジを致 し

ます。現在 の宣教師活動の９０％は求道者を深すために費や され，

実際 に福音を伝 えるためには１０％ しか費や されていない状態です。

これにたいして， カルフ ォルニア及び香港では会員が真剣 にこの

チャ レンジに応えたため上記の比率が逆になってお り，紹介者の

７０％近 くが改宗するとのことです。宣教師の数に くらべて求道者

の数 が多いので， しばしの間お ことわ りした り， まとめて家庭集

会 をした りするとか。 日本 にいる宣教師が聞けば夢か ど思 うか も

知れ ませんが私たちにもこの状態を実現するこ とは可能です。私

たちの隣人や友人はＭ ＩＡや 日曜学校 の特別プログラム及びスポ

ーツ
， ピクニ ック，食事パーティ， ダンスパーティなどに招待 さ

れれば大変喜 こばれ るのではないで しょうか。 「すべての会員は ．

宣教師である」 と述べられたマ ッケイ大管長の言葉 と福音 を伝え

られたために得ている数々の祝福 を常に覚 えて互いに励 ましあっ

てこのチャ レンジによく応 えたいものです。 よい便 りを待ってい

ます。

（２）フェロシッピング活動

パ ウロが新 しく改宗された聖徒に述べた言葉 「そこであなたが

たは，もはや異国人で も宿 り人でもな く，聖徒 たちと同 じ国籍の者

であ り，神の家族なのである」 （エペ ソ人への手紙 ２章１９節）は

非常 に印象的です。求道者，新 しい改宗者， そして．不活発会員並

びに活発会員が実感 として暖か さ，親 しさを覚えて確かに自分 は

一人ではなく神 の家族の一買なのだと思 うには何が必要で しょう

か。 その重要 な一つがフェロシッピング活動 だと思います。あな

たの笑顔 を握手を挨拶 を， また思 いや りのある言葉，助けを必要

としていない人は一人としていませ ん。世界でもっども暖 かい，

居心地のよい支部，地方部，伝道部 とすべ く全力を向けてみませ ．

んか。そ うすれば，ほかならぬ私 たち自身にもっとも大 いなる祝

福がかえって きます。

（３）その他のお知らせ

１）４月度 よりＭ ＩＡ， 日曜学校 リーダーを発行 します。

ＩＩ）４月１１日，１０人の新任宣教師が到着 し， これよりすべての専

任宣教師の任期 は２ヶ年 とな ります。

ＩＩＩ）４月２２日，岡町教会堂の献堂式 をベ ンソン長老により．行 ない

ます。

Ｗ）９月６～ ７日，伝道部誕生一周年 を記念 して全地方部合同大

会を開 きます。但 し，沖縄１ま１３～１４日に別に開催 します。



ユ ー ス カ ン フ ァ レ ン ズ

に参加 しょ う

１９６９年 度 の ユ ー ス カ ン フ ァ レ ン ス

に関 す る計 画 が 発表 さ れ ま し た。 そ

の概 要 に つ い て い ろ い ろ聞 い て み ま

し ょ う。

民宿 しない とな りますとかなり費用が高 くなると思い ますが，費

用は どの位にな りますか

現段階 では確定的 なこ とはいえませんが，一・人あたり，

４，０００円から５，０００円の間に落着 くことはほぼ間違 いあ りま

せん。この費用 には３目間の宿泊費（ふ とんの借賃など含む）

大会期間中の食事（但 し， 日曜日は第．一・日曜 日につ き断食．），

プログラムの運営費用，体育館，運動場， ピア ノ， ボール

など施設費用 を含みます。 したがって安 い と思われ ます、

交通萱についてはどのよ うに考 えてお りますか。昨年は少 し返っ

いっ・何 日間開催 されますか てきたよ うですが

８月 ７日午後 １時から１０日 半額は自己負担
，半額 は全員で もちあうようにする計画

の午後 ２時までの ３泊４日間 です
。 このためのお金の捻出は主として，支部ユースカン

です。 ファレンス委員会が種々の催物 をして
， その利益でまかな

どこで開催 されますか う予定です。各支部への割当て額は既にお知 ビ，せ している

大会期間中，すべて神戸六 はずです。お互いのためにがんばって ください。 したがっ

甲山の中腹にあるカナデ ィア て，個人が負担する全体の費用は４，０００円一５，０００円プラス

ン ・アカデ ミーで開催 します。 交通費の半額 とな ります。

したがって，プログラムによ

ってあちらこち’，に移動する どのようなプログラムが準備 され ますか

必要がな く時間的，経済的， 詳 しくは ３月はじめに各地．方部長 を通 してお伝えします

体力的にかな りの節約ができ が予定 は、

るで しょう。 ，＿二７一日 ：開会式，六甲山ピクニ ック，伝道部長御夫妻 を囲んでのフ

カナディアン ・アカデ ミーについて エロシツピング会・や ぐらを くんで浴衣がけで盆踊 りをす

もう少 し詳 しく話 して ください るかも知れません・

在留外人の子弟のための学 ８日 ：勉強会・ スピーチ，音楽・ ドラマ・晩餐会・社交ダンス ●

校で岡崎伝道部長の御子息 も パーテ ィ・ファツション ’ショウ・

ここに通 っています。神戸支 ９日 ：勉強会・屋外 スボーヅ・屋内スポーツ （バ レー・バスヶ ッ

部の上の方にあり， 夏で も下 ト等） キャ ンプ ’ファイヤー・フォークダンス ．パーテ ィ

界 よりはかな り涼 しいようで １０日 ：勉強会・神権会・姉妹の集い・教会大幹部の話・証詞会・

す。施設 は運動場，体育館， 閉会式 となっています・盛 りだ くさんですが・いずれも楽

教会の レクレーション ・ホー しくな りそうです・

ルに似たホール，寄宿舎，食
これ らのプログラムの基本計画は誰が立てていますか堂 など必要 と思われるも

のは
伝道部 Ｍ ＩＡ会長の杉村 兄弟，早瀬姉妹 とともに約３０人すべて揃

っています。アカデ
のスタ ッフが選ばれ、現在苦心 して骨格 を構成中です。

ミーからの下界の眺めは相当

なものです。 夕方，各地方部 プログラムがた くさんなので自由時間 とい うかお互いにいろいろ

長 をアカデ ミーにお連れ しま と話あ う時間があるでしょうか
。ちょっと心配ですしたが

，施設の立派 さとネオ 御安心下 さい
。 このような集 まりの楽 しみの一つにはフ

ンに輝 く神戸の町，港の美 し リー トーキングにあることを認識 しています。今回は全員
さに感嘆 していました。 これ が一 ヶ所に泊 りますか ら

，かなりそのような時間がありま
なら安心 して，：喜んでみんな す し

，プログラム をくむときにそのことは十分配慮するよ
に参加 を呼びかけ られるとい うに しています

。但 し，秩序，規律のないダラダラした大
っておられました。カラー写 会は絶対にお断わりです

。
真 をお見 せ出来 ないのが残念

です・ 参加資格について話て下 さい

宿泊は どこでしますか 独身の方で１４才か ら３０才 までの方。求道者 の方 も勿論結

原則 として参加者全員，ア 構です。既婚者及び３０才以上の独身の方は役貝もしくは付

カデ ミーの寄宿舎 に泊ってい 添人 として参加できます。いずれも支部長の面接 による承

ただ く予定です。勿論，地元 認が必要 です。

の方々にも寄宿舎 で４日間を

過 していただ くことにしてい お金はいつ払いますか

ます。食事 もアカデ ミーで準 とりあえず支部長 を通 して２・０００円 を５月末 までに伝道本

備 してもらうつもりです。 部宛送金 して下 さい。 申込書 とともに。

．一．＝’⊇＿ 」 心 ・ 一幽 薗 暖乙ヨ．、． ＿
．詔
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